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はじめに 

 （日本
にほん

におけるこれまでの取組
とりくみ

） 

  我
わ

が国
くに

において政府
せいふ

は，昭和
しょうわ

57（1982）年
ねん

に国連
こくれん

障害者
しょうがいしゃ

の十年
じゅうねん

の国内
こくない

行動
こうどう

計画
けいかく

とし

て，障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

に関
かん

する初
はじ

めての長期
ちょうき

計画
けいかく

である「障害者
しょうがいしゃ

対策
たいさく

に関
かん

する長期
ちょうき

計画
けいかく

」を策定
さくてい

して以降
いこう

，平成
へいせい

５（1993）年
ねん

に同長期
どうちょうき

計画
けいかく

の後継
こうけい

計画
けいかく

として「障害者
しょうがいしゃ

対策
たいさく

に関
かん

する新長期
しんちょうき

計画
けいかく

」を，平成
へいせい

14（2002）年
ねん

には，平成
へいせい

５（1993）年
ねん

に改
かい

正
せい

された障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭和
しょうわ

45年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

84号
ごう

）に基
もと

づく障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（以下
い か

「旧基本
きゅうきほん

計画
けいかく

」という。）を策定
さくてい

し，

ノーマライゼーション1とリハビリテーション2の理念
りねん

の下
もと

，障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

の総合的
そうごうてき

かつ

効果的
こうかてき

な推進
すいしん

に努
つと

めてきた。 

  旧基本
きゅうきほん

計画
けいかく

においては，我
わ

が国
くに

が目指
め ざ

すべき社会
しゃかい

を，障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず，国民
こくみん

誰
だれ

もが相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し支
ささ

え合
あ

う「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」とすることを掲
かか

げ，各分野
かくぶんや

におい

て着実
ちゃくじつ

な取組
とりくみ

が進
すす

められてきた。この間
かん

，平成
へいせい

16（2004）年
ねん

の発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

（平成
へいせい

16年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

167号
ごう

）の制定
せいてい

，平成
へいせい

17（2005）年
ねん

の障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

（平成
へいせい

17年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

123号
ごう

）の制定
せいてい

，平成
へいせい

18（2006）年
ねん

の改正
かいせい

教育
きょういく

基本法
きほんほう

（平成
へいせい

18年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

120号
ごう

）

及
およ

びバリアフリー法
ほう

（高齢者
こうれいしゃ

，障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
いどう

等
とう

の円滑化
えんかつか

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

。平成
へいせい

18

年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

91号
ごう

）の制定
せいてい

等
とう

，法令面
ほうれいめん

でも進展
しんてん

が見
み

られたところである。 

 

 （国際
こくさい

社会
しゃかい

の動向
どうこう

） 

  旧基本
きゅうきほん

計画
けいかく

の期間中
きかんちゅう

，国際
こくさい

社会
しゃかい

においては，平成
へいせい

18（2006）年
ねん

に国際
こくさい

連合
れんごう

（以下
い か

「国連
こくれん

」

という。）において，障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

及
およ

び尊厳
そんげん

を保護
ほ ご

し，促進
そくしん

するための包括的
ほうかつてき

かつ総合的
そうごうてき

な国際
こくさい

条約
じょうやく

である，障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

（仮称
かしょう

。以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

」という。）

が採択
さいたく

され，平成
へいせい

20（2008）年
ねん

から発効
はっこう

している。 

  また，アジア太平洋
たいへいよう

地域
ちい き

においても，平成
へいせい

14（2002）年
ねん

に滋賀県
し が け ん

で開
かい

催
さい

された国連
こくれん

アジア太平洋
たいへいよう

経済
けいざい

社会
しゃかい

委員会
いいんかい

（ESCAP
エ ス カ ッ プ

）ハイレベル政府間
せいふかん

会合
かいごう

において採択
さいたく

された「び

わこミレニアム・フレームワーク3」に基
もと

づき，すべての人
ひと

のための障壁
しょうへき

のないかつ権利
けんり

に基
もと

づいた社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて地
ち

域内
いきない

の取組
とりくみ

が進
すす

められてきており，平成
へいせい

24（2012）

年
ねん

11月
がつ

には「アジア太平洋
たいへいよう

障害者
しょうがいしゃ

の十年
じゅうねん

（2013－2022）」の行動
こうどう

計画
けいかく

である「アジ

                                           

1 「障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」（平成
へいせい

14年
ねん

12月
がつ

24日
にち

閣議
か く ぎ

決定
けってい

）では，「障害者
しょうがいしゃ

を特別視
とくべつし

するのではなく、一般
いっぱん

社会
しゃかい

の中
なか

で普通
ふ つ う

の生活
せいかつ

が送
おく

れるような条件
じょうけん

を整
ととの

えるべきであり、共
とも

に生
い

きる社会
しゃかい

こそノーマルな社会
しゃかい

であ

るとの考
かんが

え方
かた

」とされている。 

2 同様
どうよう

に「障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」では，「障害者
しょうがいしゃ

の身体的
しんたいてき

、精神的
せいしんてき

、社会的
しゃかいてき

な自立
じ り つ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

を目指
め ざ

す総合的
そうごうてき

な

プログラムであるとともに、それにとどまらず障害者
しょうがいしゃ

のライフステージのすべての段階
だんかい

において

全人間的
ぜんにんげんてき

復権
ふっけん

に寄
き

与
よ

し、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

と参加
さ ん か

を目指
め ざ

すとの考え方
かんが   かた

」とされている。 

3 平成
へいせい

14（2002）年
ねん

10月
がつ

に滋賀県
し が け ん

大津市
お お つ し

で開
かい

催
さい

された「アジア太平洋
たいへいよう

障害者
しょうがいしゃ

の十年
じゅうねん

（1993-2002）」

最終
さいしゅう

年
ねん

ハイレベル政府間
せいふかん

会合
かいごう

において採択
さいたく

された「太平洋
たいへいよう

障害者
しょうがいしゃ

の十年
じゅうねん

（2003-2012）」の行動
こうどう

計画
けいかく

。 
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ア太平洋
たいへいよう

障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

を実現
じつげん

する仁川
インチョン

戦略
せんりゃく

」が採択
さいたく

されたところである。 

 

 （障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

締結
ていけつ

に向
む

けた取組
とりくみ

等
とう

） 

  我
わ

が国
くに

は障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

及
およ

び尊厳
そんげん

を保護
ほ ご

及
およ

び促進
そくしん

する観点
かんてん

から，障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

の意義
い ぎ

を認
みと

め，起草
きそう

段階
だんかい

から積極的
せっきょくてき

に参加
さんか

してきたところであり，平成
へいせい

19（2007）年
ねん

の署名
しょめい

以降
いこ う

，同条約
どうじょうやく

締結
ていけつ

に向
む

けた国
こく

内法
ないほう

の整備
せいび

を進
すす

めてきた。 

  平成
へいせい

23（2011）年
ねん

の障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の改正
かいせい

においては，日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

におい

て障害者
しょうがいしゃ

が受
う

ける制限
せいげん

は、社会
しゃかい

の在
あ

り方
かた

との関係
かんけい

によって生
しょう

ずるといういわゆる社会
しゃかい

モ

デルに基
もと

づく障害者
しょうがいしゃ

の概念
がいねん

や，障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

にいう「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の概念
がいねん

が盛
も

り込
こ

ま

れるとともに，国内
こくない

において障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

の実施
じっし

状況
じょうきょう

を監
かん

視
し

し，勧告
かんこく

を行
おこな

う機関
きかん

とし

て障害者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

が設置
せっち

された。また，平成
へいせい

24（2012）年
ねん

には，障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

（障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

。平成
へいせい

17年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

123号
ごう

）が制定
せいてい

されたところである。さらに，平成
へいせい

25（2013）年
ねん

，改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

４条
じょう

の「差別
さべつ

の禁止
きんし

」の基本
きほん

原則
げんそく

を具体化
ぐ た い か

し，障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

す

ることを目的
もくてき

として，障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

（障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する

法律
ほうりつ

。平成
へいせい

25年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

65号
ごう

）が制定
せいてい

された。 

  また，この間
かん

，障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

，障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

。平成
へいせい

23年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

79号
ごう

），障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

（国
くに

等
とう

による障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

。平成
へいせい

24年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

50号
ごう

），成年被
せいねんひ

後見人
こうけんにん

の選挙権
せんきょけん

の回復
かいふく

等
とう

のための公職
こうしょく

選挙法
せんきょほう

等
とう

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

25年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

21号
ごう

）等
とう

が議員
ぎいん

立法
りっぽう

により制定
せいてい

されている。 

 

 （障害者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

における検討
けんとう

） 

  旧基本
きゅうきほん

計画
けいかく

の期間
きかん

の満了
まんりょう

を迎
むか

えるに当
あ

たり，障害者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

においては，以上
いじょう

のよ

うな国際
こくさい

社会
しゃかい

の動向
どうこう

，これまでの国内
こくない

における取組
とりくみ

の進展
しんてん

等
とう

を踏
ふ

まえ，平成
へいせい

24（2012）

年
ねん

７月
がつ

以降
いこう

，新
あら

たな障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

に関
かん

する調査
ちょうさ

審議
しん ぎ

を行
おこな

ってきた。その結果
けっか

，障害者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

は，同年
どうねん

12月
がつ

17日
にち

，「新
しん

『障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

』に関
かん

する障害者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

の意見
いけん

」

を取
と

りまとめ，これを内閣
ないかく

総理
そう り

大臣
だいじん

に提
てい

出
しゅつ

した。 

 

 （障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）の策定
さくてい

） 

  政府
せい ふ

は，この障害者
しょうがいしゃ

政策
せいさく

委員会
いいんかい

の意見
いけん

に示
しめ

された考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえ，次
つぎ

のとおり，障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）4を策定
さくてい

し，障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず，国民
こくみん

誰
だれ

もが相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し支
ささ

え合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け，障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さん か

の支援
しえん

等
とう

のための 

                                           

4 平成
へいせい

５（1993）年
ねん

の障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改正
かいせい

において，「障害者
しょうがいしゃ

対策
たいさく

に関
かん

する新長期
しんちょうき

計画
けいかく

」は，同法
どうほう

に基
もと

づ

く障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

とみなすこととされており，今回
こんかい

の障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

は，障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づくものと

しては第
だい

３次
じ

の計画
けいかく

となる。 
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施策
しさ く

の一層
いっそう

の推進
すいしん

を図
はか

るものとする。  
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Ⅰ 障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）について 

１．障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

の位置付
い ち づ

け 

   障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

は障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

11条
じょう

第
だい

１項
こう

に基
もと

づき，障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さん か

の支援
しえん

等
とう

のための施策
しさく

の総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

を図
はか

るために策定
さくてい

されるものであり，

政府
せいふ

が講
こう

ずる障害者
しょうがいしゃ

のための施策
しさく

の最
もっと

も基本的
きほんてき

な計画
けいかく

として位置付
い ち づ

けられる。 

 

２．障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）の対象
たいしょう

期間
きか ん

 

   障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）は，より長期的
ちょうきてき

な展望
てんぼう

を視野
し や

に入
い

れつつ，平成
へいせい

25（2013）

年度
ねんど

から29（2017）年度
ねんど

までの概
おおむ

ね５年間
ねんかん

を対象
たいしょう

とする。 

 

３．障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）の構成
こうせい

について 

   障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）は，この「Ⅰ 障害者
しょうがいしゃ

基本
きほ ん

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）について」，「Ⅱ 

基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

」，「Ⅲ 分野
ぶんや

別
べつ

施策
しさ く

の基本的
きほんてき

方向
ほうこう

」及
およ

び「Ⅳ 推進
すいしん

体制
たいせい

」で構成
こうせい

され

る。 

   「Ⅱ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

」では，基本
きほん

計画
けいかく

全体
ぜんたい

の「基本
きほん

理念
りね ん

」及
およ

び「基本
きほん

原則
げんそく

」を示
しめ

す

とともに，「各分野
かくぶんや

に共
きょう

通
つう

する横断的
おうだんてき

視点
して ん

」を示
しめ

している。 

   「Ⅲ 分野
ぶん や

別
べつ

施策
しさ く

の基本的
きほんてき

方向
ほうこう

」では，障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さん か

の支援
しえん

等
とう

のため

の施策
しさく

を10分野
ぶんや

に整理
せいり

し，それぞれの分野
ぶんや

について基本
きほん

計画
けいかく

の対象
たいしょう

期間
きか ん

に政府
せいふ

が講
こう

ず

る施策
しさく

の基本的
きほんてき

な方向
ほうこう

を示
しめ

している。 

   「Ⅳ 推進
すいしん

体制
たいせい

」では，これらの取組
とりくみ

を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に推進
すいしん

するための体制
たいせい

を示
しめ

している。 
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Ⅱ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

１．基本
きほ ん

理念
りね ん

 

   障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

１条
じょう

に規定
きてい

されるように，障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

は，全
すべ

ての国民
こくみん

が，障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず，等
ひと

しく基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享
きょう

有
ゆう

するかけがえのない個人
こじん

として尊重
そんちょう

されると

いう理念
りねん

にのっとり，全
すべ

ての国民
こくみん

が，障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく，

相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

して講
こう

じられる必要
ひつよう

がある。 

   この基本
きほん

計画
けいかく

では，このような社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け，障害者
しょうがいしゃ

を，必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けな

がら，自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき社会
しゃかい

のあらゆる活動
かつどう

に参加
さんか

する主体
しゅたい

としてとらえ，障害者
しょうがいしゃ

が

自
みずか

らの能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

発揮
はっ き

し自己
じ こ

実現
じつげん

できるよう支援
しえん

するとともに，障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を

制限
せいげん

し，社会
しゃかい

への参加
さんか

を制約
せいやく

している社会的
しゃかいてき

な障壁
しょうへき

を除去
じょきょ

するため，政府
せいふ

が取
と

り組
く

む

べき障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

の基本的
きほんてき

な方向
ほうこう

を定
さだ

めるものとする。 

 

２．基本
きほ ん

原則
げんそく

 

   上記
じょうき

のとおり，障害者
しょうがいしゃ

を必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら，自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき社会
しゃかい

のあら

ゆる活動
かつどう

に参加
さんか

する主体
しゅたい

としてとらえ，政府
せいふ

は，障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

３条
じょう

から第
だい

５条
じょう

に規定
きてい

される以下
い か

の基本
きほん

原則
げんそく

にのっとり，上記
じょうき

の理念
りねん

の実現
じつげん

に向
む

けた障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さん か

の支援
しえん

等
とう

のための施策
しさく

を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に実施
じっし

する。 

 

（１）地域
ちいき

社会
しゃかい

における共生
きょうせい

等
とう

（障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

３条
じょう

） 

    障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

は，全
すべ

ての障害者
しょうがいしゃ

が，障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と平
びょう

等
どう

に，基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享
きょう

有
ゆう

す

る個人
こじん

として，その尊厳
そんげん

が重
おも

んぜられ，その尊厳
そんげん

にふさわしい生活
せいかつ

を保障
ほしょう

される権利
けんり

を有
ゆう

することを前提
ぜんてい

としつつ，以下
い か

の事項
じ こ う

を旨
むね

として図
はか

られなければならないこ

と。 

    ① 全
すべ

て障害者
しょうがいしゃ

は，社会
しゃかい

を構成
こうせい

する一員
いちいん

として社会
しゃかい

，経済
けいざい

，文化
ぶんか

その他
た

あらゆる

分野
ぶんや

の活動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

が確保
かくほ

されること。 

    ② 全
すべ

て障害者
しょうがいしゃ

は，可能
かのう

な限
かぎ

り，どこで誰
だれ

と生活
せいかつ

するかについての選択
せんたく

の機会
きかい

が

確保
かくほ

され，地域
ちいき

社会
しゃかい

において他
た

の人々
ひとびと

と共生
きょうせい

することを妨
さまた

げられないこと。 

    ③ 全
すべ

て障害者
しょうがいしゃ

は，可能
かのう

な限
かぎ

り，言語
げんご

（手話
しゅわ

を含
ふく

む。）その他
た

の意思
い し

疎通
そつう

のための

手段
しゅだん

についての選択
せんたく

の機会
きかい

が確保
かくほ

されるとともに，情報
じょうほう

の取得
しゅとく

又
また

は利用
りよう

のため

の手段
しゅだん

についての選択
せんたく

の機会
きかい

の拡大
かくだい

が図
はか

られること。 

 

（２）差別
さべつ

の禁止
きんし

（障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

４条
じょう

） 

    障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し，社会
しゃかい

への参加
さんか

を制約
せいやく

する，障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

その他
た

の

権利
けんり

利益
りえ き

を侵
しん

害
がい

する行為
こうい

が禁止
きんし

されなければならないこと。また，障害
しょうがい

のある者
もの

が
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日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

での制約
せいやく

となっている社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

については，その

除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている障害者
しょうがいしゃ

が現
げん

に存
そん

在
ざい

し，かつ，その実施
じっし

に伴
ともな

う負担
ふたん

が過重
かじゅう

でな

い場合
ばあい

は，それを怠
おこた

ることによって障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

その他
た

の権利
けんり

利益
りえ き

の侵害
しんがい

が生
しょう

じないよう，その除去
じょきょ

の実施
じっし

について必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

がされなければな

らないこと。 

    なお，前述
ぜんじゅつ

のとおり，以上
いじょう

に掲
かか

げた障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

４条
じょう

の「差別
さべつ

の禁止
きんし

」の基本
きほん

原則
げんそく

を具体化
ぐ た い か

するため，障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

が制定
せいてい

されるとともに，障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

促進法
そくしんほう

（障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

。昭和
しょうわ

35年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

123号
ごう

）が改正
かいせい

されてお

り，これらに基
もと

づき障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

める（Ⅲ．を

参照
さんしょう

。）。 

 

（３）国際的
こくさいてき

協調
きょうちょう

（障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

５条
じょう

） 

    障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

は，障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さん か

の支援
しえん

等
とう

のための施策
しさく

が国際
こくさい

社会
しゃかい

にお

ける取組
とりくみ

と密接
みっせつ

な関係
かんけい

を有
ゆう

していることに鑑
かんが

み，国際的
こくさいてき

な協調
きょうちょう

の下
もと

に図
はか

られなけれ

ばならないこと。 

    前述
ぜんじゅつ

のとおり，我
わ

が国
くに

においては，これまで障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

の締結
ていけつ

に向
む

けた国
こく

内法
ないほう

の整
せい

備
び

に努
つと

めてきたところ，本基本
ほんきほん

計画
けいかく

の対象期
たいしょうき

間中
かんちゅう

のできる限
かぎ

り早期
そうき

に同条約
どうじょうやく

を

締結
ていけつ

することができるよう，所要
しょよう

の手続
てつづき

を進
すす

める。 

 

３．各分野
かくぶんや

に共
きょう

通
つう

する横断的
おうだんてき

視点
して ん

 

（１）障害者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

決定
けってい

の尊重
そんちょう

及
およ

び意思
い し

決定
けってい

の支援
しえん

 

    障害者
しょうがいしゃ

を施策
しさく

の客体
きゃくたい

ではなく，必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら，自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき社会
しゃかい

に参加
さんか

する主体
しゅたい

としてとらえ，障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

の策定
さくてい

及
およ

び実施
じっし

に当
あ

たっては，障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び

障害者
しょうがいしゃ

の家族
かぞく

等
とう

の関係者
かんけいしゃ

の意見
いけん

を聴
き

き，その意見
いけん

を尊重
そんちょう

する。 

    障害者
しょうがいしゃ

の政策
せいさく

決定
けってい

過程
かて い

への参画
さんかく

を促進
そくしん

する観点
かんてん

から，国
くに

の審
しん

議会
ぎかい

等
とう

の委員
いいん

（臨時
りんじ

委員
いい ん

，特別
とくべつ

委員
いい ん

及
およ

び専
せん

門
もん

委員
いい ん

を含
ふく

む。）の選任
せんにん

に当
あ

たっては，障害者
しょうがいしゃ

の委員
いいん

の選任
せんにん

に

配慮
はいりょ

する。特
とく

に障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

を審議
しんぎ

する国
くに

の審
しん

議会
ぎかい

等
とう

については，障害
しょうがい

種別
しゅべつ

等
とう

にも配慮
はいりょ

し，障害者
しょうがいしゃ

の委員
いいん

への選任
せんにん

を行
おこな

う。その際
さい

，障害者
しょうがいしゃ

である委員
いいん

に対
たい

する障害
しょうがい

特性
とくせい

に

応
おう

じた適切
てきせつ

な情報
じょうほう

保障
ほしょう

5等
とう

を確保
かくほ

する。 

    また，これらの審
しん

議会
ぎかい

等
とう

の会議
かいぎ

資料
しりょう

等
とう

を始
はじ

めとする障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

に関
かん

する情報
じょうほう

の

公開
こうかい

や障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

に関連
かんれん

する命令
めいれい

や計画
けいかく

等
とう

に関
かん

する意見
いけん

募集
ぼしゅう

（パブリックコメント）

は，障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

して実施
じっし

する。 

    あわせて，障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

の自己
じ こ

決定
けってい

を尊重
そんちょう

する観点
かんてん

から，障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

が適
てき

切
せつ

に意思
い し

決定
けってい

を行
おこな

い，その意思
い し

を表明
ひょうめい

することができるよう，相談
そうだん

の実施
じっし

等
とう

による意思
い し

決定
けってい

の

                                           

5 障害
しょうがい

等
とう

により情報
じょうほう

の取得
しゅとく

が困難
こんなん

な者
もの

に対
たい

して，代替
だいたい

手段
しゅだん

を用
もち

いて情報
じょうほう

を提
てい

供
きょう

すること。 
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支援
しえ ん

とともに，意思
い し

疎通
そつう

のための手段
しゅだん

を選択
せんたく

する機会
きかい

の提供
ていきょう

を促進
そくしん

する。 

 

（２）当事者本
とうじしゃほん

位
い

の総合的
そうごうてき

な支援
しえん

 

    障害者
しょうがいしゃ

が人生
じんせい

における全段階
ぜんだんかい

を通
つう

じて適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けられるよう，教育
きょういく

，福祉
ふくし

，

医療
いりょう

，雇用
こよう

等
とう

の各分野
かくぶんや

の有機的
ゆうきてき

な連携
れんけい

の下
もと

，施策
しさく

を総合的
そうごうてき

に展開
てんかい

し，切
き

れ目
め

のない

支援
しえん

を行
おこな

う。 

    支援
しえ ん

に当
あ

たっては，障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

の障害者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

を踏
ふ

まえ，障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

が，

障害者
しょうがいしゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

で直面
ちょくめん

する困難
こんなん

に着目
ちゃくもく

して講
こう

じられる必要
ひつよう

があるこ

と，障害者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

は障害者
しょうがいしゃ

が直面
ちょくめん

するその時々
ときどき

の困難
こんなん

の解消
かいしょう

だけに着目
ちゃくもく

するのでは

なく，障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さん か

の支援
しえん

という観点
かんてん

に立
た

って行
おこな

われる必要
ひつよう

があること，

に留意
りゅうい

しなければならない。 

 

（３）障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

に配慮
はいりょ

した支援
しえん

 

    障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

は，性別
せいべつ

，年齢
ねんれい

，障害
しょうがい

の状態
じょうたい

，生活
せいかつ

の実態
じったい

等
とう

に応
おう

じた障害者
しょうがいしゃ

の個別的
こべつてき

な

支援
しえん

の必要性
ひつようせい

を踏
ふ

まえて，策定
さくてい

及
およ

び実施
じっし

する。 

    特
とく

に，女性
じょせい

である障害者
しょうがいしゃ

は障害
しょうがい

に加
くわ

えて女性
じょせい

であることにより，更
さら

に複合的
ふくごうてき

に困難
こんなん

な状況
じょうきょう

に置
お

かれている場合
ばあい

があること，障害児
しょうがいじ

には，成人
せいじん

の障害者
しょうがいしゃ

とは異
こと

なる支援
しえん

の

必要性
ひつようせい

があること，に留意
りゅうい

する。 

    また，発達
はったつ

障害
しょうがい

，難病
なんびょう

，高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

障害
しょうがい

，盲
もう

ろう等
とう

について，国民
こくみん

の更
さら

なる理解
りかい

の

促進
そくしん

に向
む

けた広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

うとともに，施策
しさく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。 

    さらに，適切
てきせつ

な役割
やくわり

分担
ぶんたん

の下
もと

，地方
ちほう

自治体
じ ち た い

，民間
みんかん

団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

し，地域
ちいき

の実情
じつじょう

に即
そく

した支援
しえん

の実施
じっし

を図
はか

る。 

 

（４）アクセシビリティの向上
こうじょう

 

    障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

においては，障害者
しょうがいしゃ

を「障害
しょうがい

がある者
もの

であって障害
しょうがい

と社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあるもの」

と定義
ていぎ

しており，障害者
しょうがいしゃ

が経験
けいけん

する困難
こんなん

や制限
せいげん

が障害者
しょうがいしゃ

個人
こじ ん

の障害
しょうがい

と社会的
しゃかいてき

な要因
よういん

の双方
そうほう

に起因
きいん

するという視点
してん

が示
しめ

されている。 

    このような視点
してん

を踏
ふ

まえ，障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

への参加
さんか

を実質的
じっしつてき

なものとし，障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず，その能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

に発揮
はっき

しながら，安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるようにする

ためには，障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し，社会
しゃかい

への参加
さんか

を制約
せいやく

している，事物
じぶつ

，制度
せいど

，慣行
かんこう

，

観念
かんねん

等
とう

の社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を進
すす

め，ソフト，ハードの両面
りょうめん

にわたる社会
しゃかい

のバリアフ

リー化
か

を推進
すいしん

し，アクセシビリティ6の向上
こうじょう

を図
はか

る必要
ひつよう

がある。 

    特
とく

に，障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

は，障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

又
また

は社会
しゃかい

参加
さん か

に深刻
しんこく

な悪
あく

影響
えいきょう

を与
あた

え

                                           

6 施設
し せ つ

・設備
せ つ び

，サービス，情報
じょうほう

，制度
せ い ど

等
とう

の利用
り よ う

しやすさのこと。 
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るものであり，社会
しゃかい

全体
ぜんたい

において，その解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

が行
おこな

われる必要
ひつよう

がある。

このため，平成
へいせい

25（2013）年
ねん

に制定
せいてい

された障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

及
およ

び平成
へいせい

25（2013）

年
ねん

に改
かい

正
せい

された障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

促進法
そくしんほう

に基
もと

づき，地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

や障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

を始
はじ

めとす

る様々
さまざま

な主体
しゅたい

の取組
とりくみ

との連携
れんけい

を図
はか

りつつ，事
じ

業者
ぎょうしゃ

・事業
じぎょう

主
ぬし

や国民
こくみん

一般
いっぱん

の幅広
はばひろ

い理解
りかい

の

下
もと

，障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた取組
とりくみ

を積極的
せっきょくてき

に推進
すいしん

する。 

    あわせて，社会
しゃかい

全体
ぜんたい

でのバリアフリー化
か

を推進
すいしん

する観点
かんてん

から，積極的
せっきょくてき

な広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

に努
つと

めるとともに，企業
きぎょう

，市民
しみん

団体
だんたい

等
とう

の取組
とりくみ

を積極的
せっきょくてき

に支援
しえん

する。 

 

（５）総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

    障害者
しょうがいしゃ

が必要
ひつよう

なときに必要
ひつよう

な場所
ばしょ

で適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けられるよう，地方
ちほう

自治体
じ ち た い

等
とう

との適切
てきせつ

な連携
れんけい

及
およ

び役割
やくわり

分担
ぶんたん

の下
もと

で，障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

は立案
りつあん

及
およ

び実施
じっし

されなければなら

ない。 

    また，効果的
こうかてき

かつ効率的
こうりつてき

に施策
しさく

を推進
すいしん

する観点
かんてん

から，高齢者
こうれいしゃ

施策
しさ く

，医療
いりょう

関係
かんけい

施策
しさ く

，

子
こ

ども・子育
こそだ

て関係
かんけい

施策
しさ く

等
とう

，障害者
しょうがいしゃ

施策
しさ く

に関係
かんけい

する他
た

の施策
しさく

・計画
けいかく

等
とう

との整合性
せいごうせい

を

確保
かくほ

し，総合的
そうごうてき

な施策
しさく

の展開
てんかい

を図
はか

る。 
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Ⅲ 分野
ぶん や

別
べつ

施策
しさ く

の基本的
きほんてき

方向
ほうこう

 

１．生活
せいかつ

支援
しえ ん

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず国民
こくみん

が相互
そう ご

に人格
じんかく

と個性
こせ い

を尊重
そんちょう

し安心
あんしん

して暮
く

らすことのでき

る地域
ちい き

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に寄
き

与
よ

することを目的
もくてき

とし，また，身近
みぢ か

な場所
ばし ょ

において必要
ひつよう

な日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むための支援
しえ ん

を受
う

けられることにより，社会
しゃかい

参加
さん か

の機会
きか い

が確保
かく ほ

されること及
およ

びどこで誰
だれ

と生活
せいかつ

するかについての選択
せんたく

の機会
きか い

が確保
かく ほ

されることを旨
むね

と

して，障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び障害児
しょうがいじ

が基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享
きょう

有
ゆう

する個人
こじ ん

としての尊厳
そんげん

にふさわしい日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう，障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

の障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び障害児
しょうがいじ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むための支援
しえ ん

を行
おこな

う。 

（１）相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

が自
みずか

らの決定
けってい

に基
もと

づき，身近
みぢか

な地域
ちいき

で相談
そうだん

支援
しえ ん

を受
う

けることのできる体制
たいせい

を構築
こうちく

するため，様々
さまざま

な障害
しょうがい

種別
しゅべつ

に対応
たいおう

し，総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

支援
しえ ん

を提
てい

供
きょう

する体制
たいせい

の

整備
せいび

を図
はか

る。1-(1)-1 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

個々
こ こ

の心身
しんしん

の状況
じょうきょう

，サービス利用
りよう

の意向
いこう

，家族
かぞく

の状況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

まえたサービ

ス等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

案
あん

の作成
さくせい

の促進
そくしん

等
とう

，当事者
とうじしゃ

の支援
しえん

の必要性
ひつようせい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支給
しきゅう

決定
けってい

の実施
じっし

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

める。1-(1)-2 

  ○ 地域
ちい き

における相談
そうだん

支援
しえ ん

の中核的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

を担
にな

う基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえ ん

センターの設置
せっち

を

促進
そくしん

するとともに，関係機関
かんけいきかん

の連携
れんけい

の緊密化
きんみつか

とともに地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じた体制
たいせい

整備
せい び

について協議
きょうぎ

を行
おこな

うことで障害者
しょうがいしゃ

等
とう

への支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

ることを目的
もくてき

と

する協
きょう

議会
ぎか い

の設置
せっち

の促進
そくしん

及
およ

び運営
うんえい

の活性化
かっせいか

を図
はか

る。1-(1)-3 

  ○ 知的
ちて き

障害者
しょうがいしゃ

又
また

は精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

による成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

の適正
てきせい

な利用
りよう

を促進
そくしん

するため，

必要
ひつよう

な経費
けいひ

について助成
じょせい

を行
おこな

うとともに，後見
こうけん

等
とう

の業務
ぎょうむ

を適正
てきせい

に行
おこな

うことができ

る人材
じんざい

の育成
いくせい

及
およ

び活用
かつよう

を図
はか

るための研修
けんしゅう

を行
おこな

う。1-(1)-4 

  ○ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

センター等
とう

において，地域
ちいき

の医療
いりょう

，保健
ほけん

，福祉
ふくし

，教育
きょういく

，雇用
こよう

等
とう

の

関係者
かんけいしゃ

と連携
れんけい

して，発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
かぞく

に対
たい

して相談
そうだん

支援
しえ ん

等
とう

を行
おこな

うととも

に，発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

センターを中心
ちゅうしん

とした地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえ ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。

1-(1)-5 

  ○ 交通
こうつう

事故
じ こ

や病気
びょうき

などによる脳
のう

への損傷
そんしょう

に基
もと

づく後遺症
こういしょう

により認知
にんち

機能
きの う

（高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

）が低下
ていか

する高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

障害
しょうがい

について，地域
ちいき

の支援
しえん

拠点
きょてん

に相談
そうだん

支援
しえ ん

コーディ

ネーターを配置
はいち

し，専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえ ん

や関係
かんけい

機関
きか ん

との連携
れんけい

・調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

うととも

に，高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

障害
しょうがい

に関
かん

する情報
じょうほう

発信
はっしん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。1-(1)-6 

  ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の療養上
りょうようじょう

，日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

での悩
なや

みや不安
ふあん

等
とう

の解消
かいしょう

を図
はか

るとともに，難病
なんびょう
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患者
かんじゃ

の様々
さまざま

なニーズに対応
たいおう

したきめ細
こま

やかな相談
そうだん

や支援
しえん

を通
つう

じて地域
ちいき

における

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

支援
しえ ん

対策
たいさく

を推進
すいしん

するため，難病
なんびょう

相談
そうだん

・支援
しえん

センター等
とう

により，地域
ちいき

で生活
せいかつ

する難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

における相談
そうだん

・支援
しえん

を行
おこな

う。1-(1)-7 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

に基
もと

づき，障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

して相談
そうだん

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。

1-(1)-8 

  ○ 各種
かくしゅ

ガイドラインの策定
さくてい

及
およ

び普及
ふきゅう

，障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

や相談
そうだん

支援
しえ ん

に従事
じゅうじ

する職員
しょくいん

に対
たい

する研修
けんしゅう

の実施
じっし

等
とう

により，相談
そうだん

業務
ぎょうむ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るとともに，児童
じどう

相談所
そうだんじょ

，更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

，保健所
ほけんじょ

等
とう

の関係
かんけい

機関間
きかんかん

のネットワークの形成
けいせい

及
およ

びその活用
かつよう

を推進
すいしん

し，

障害者
しょうがいしゃ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で専門的
せんもんてき

相談
そうだん

を行
おこな

うことができる体制
たいせい

を構築
こうちく

する。1-(1)-9 

  ○ 家族
かぞ く

と暮
く

らす障害者
しょうがいしゃ

について情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そうだん

支援
しえ ん

等
とう

によりその家庭
かてい

や家族
かぞく

を

支援
しえん

するとともに，ピアカウンセリング等
とう

の障害者
しょうがいしゃ

同士
どう し

が行
おこな

う援助
えんじょ

として有効
ゆうこう

か

つ重要
じゅうよう

な手段
しゅだん

である当事者
とうじしゃ

による相談
そうだん

活動
かつどう

の更
さら

なる拡充
かくじゅう

を図
はか

る。1-(1)-10 

 

（２）在宅
ざいたく

サービス等
とう

の充実
じゅうじつ

 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

が基本的
きほんてき

人権
じんけん

を 享
きょう

有
ゆう

する個人
こじん

としての尊厳
そんげん

にふさわしい日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は

社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう，個々
こ こ

の障害者
しょうがいしゃ

のニーズ及
およ

び実態
じったい

に応
おう

じて，在宅
ざいたく

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

での，居宅
きょたく

介護
かい ご

，重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かい ご

，

同行
どうこう

援護
えん ご

，行動
こうどう

援護
えん ご

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

うとともに，短期
たんき

入所
にゅうしょ

及
およ

び日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の確保
かくほ

等
とう

により，在宅
ざいたく

サービスの量的
りょうてき

・質的
しつてき

充実
じゅうじつ

を図
はか

る。1-(2)-1 

  ○ 常時
じょうじ

介護
かい ご

を必要
ひつよう

とする障害者
しょうがいしゃ

が，自
みずか

らが選択
せんたく

する地域
ちいき

で生活
せいかつ

できるよう，日中
にっちゅう

及
およ

び夜間
やかん

における医療的
いりょうてき

ケアを含
ふく

む支援
しえん

の質
しつ

と量
りょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに，体調
たいちょう

の

変化
へんか

等
とう

，必要
ひつよう

に応
おう

じて一時的
いちじてき

に利用
りよう

することができる社会
しゃかい

資源
しげ ん

の整備
せいび

を促進
そくしん

する。

また，常時
じょうじ

介護
かい ご

を必要
ひつよう

とする障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい

し必要
ひつよう

な支援
しえん

を適
てき

切
せつ

に実施
じっし

できるよう，

常時
じょうじ

介護
かい ご

を必要
ひつよう

とする障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の支援
しえん

の在
あ

り方
かた

に関
かん

する検討
けんとう

を行
おこな

う。1-(2)-2 

  ○ 自立
じり つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう，身体
しんたい

機能
きの う

又
また

は生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

及
およ

び生活
せいかつ

訓練
くんれん

）を提供
ていきょう

する。1-(2)-3 

  ○ 外出
がいしゅつ

のための移動
いどう

支援
しえ ん

，創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提
てい

供
きょう

するとともに日常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な便宜
べんぎ

を供与
きょうよ

する地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえ ん

センターの機能
きのう

の充実
じゅうじつ

等
とう

，地方
ちほう

が地域
ちいき

の特性
とくせい

や利用者
りようしゃ

の状況
じょうきょう

に応
おう

じて実施
じっし

する地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえ ん

のための取組
とりくみ

に対
たい

する支援
しえん

を推進
すいしん

する。1-(2)-4 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

の移動
いどう

に関
かん

する支援
しえん

の在
あ

り方
かた

について，社会
しゃかい

参加
さん か

の機会
きかい

の確保
かくほ

の観点
かんてん

か

ら，障害者
しょうがいしゃ

のニーズと実情
じつじょう

を踏
ふ

まえた検討
けんとう

を行
おこな

う。1-(2)- 5 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせ つ

について，地域
ちいき

で生活
せいかつ

する障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する在宅
ざいたく

支援
しえ ん

の拠点
きょてん

として



11 

 

その活用
かつよう

を図
はか

るとともに，施設
しせつ

の一層
いっそう

の小規模化
しょう き ぼ か

・個室化
こ し つ か

により入所者
にゅうしょしゃ

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

る。また，グループホーム等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

り，入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

（グル

ープホームや一般
いっぱん

住宅
じゅうたく

（居宅
きょたく

での単身
たんしん

生活
せいかつ

を含
ふく

む。）等
とう

）への移行
いこう

を推進
すいしん

する。

1-(2)-６ 

  ○ 障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・重複化
ちょうふくか

，高齢化
こうれいか

に対応
たいおう

する地域
ちいき

における居住
きょじゅう

の支援
しえん

やサービス

提供
ていきょう

体制
たいせい

の在
あ

り方
かた

，専門的
せんもんてき

ケア方法
ほうほう

の確立
かくりつ

及
およ

び強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

のある者
もの

等
とう

への適切
てきせつ

な支援
しえん

の在
あ

り方
かた

について引
ひ

き続
つづ

き検討
けんとう

する。1-(2)-7 

 

（３）障害児
しょうがいじ

支援
しえ ん

の充実
じゅうじつ

 

  ○ 障害児
しょうがいじ

やその家族
かぞく

を含
ふく

め，全
すべ

ての子
こ

どもや子育
こそだ

て家庭
かてい

を対象
たいしょう

として，身近
みぢか

な地域
ちいき

において，子
こ

ども・子育
こそだ

て支援法
しえんほう

（平成
へいせい

24年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

65号
ごう

）に基
もと

づく給付
きゅうふ

その他
た

の

支援
しえん

を可能
かのう

な限
かぎ

り講
こう

じるとともに，障害児
しょうがいじ

が円滑
えんかつ

に同法
どうほう

に基
もと

づく教育
きょういく

・保育
ほいく

等
とう

を

利用
りよう

できるようにするために必要
ひつよう

な支援
しえん

を行
おこな

う。1-(3)-1 

  ○ 障害児
しょうがいじ

を受
う

け入
い

れる保育所
ほいくじょ

のバリアフリー化
か

の促進
そくしん

，障害児
しょうがいじ

保育
ほい く

を担当
たんとう

する

保育士
ほ い く し

の専門性
せんもんせい

向上
こうじょう

を図
はか

るための研修
けんしゅう

の実施
じっし

等
とう

により，障害児
しょうがいじ

の保育所
ほいくじょ

での受入
うけい

れを促進
そくしん

するとともに，幼稚園
ようちえん

における特別
とくべつ

支援
しえ ん

教育
きょういく

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

るため，公
こう

立
りつ

幼稚園
ようちえん

における特別
とくべつ

支援
しえ ん

教育
きょういく

支援員
しえんいん

の配置
はいち

等
とう

を推進
すいしん

する。1-(3)-2 

  ○ 障害児
しょうがいじ

の発達
はったつ

を支援
しえん

する観点
かんてん

から，障害児
しょうがいじ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

して，乳幼児期
にゅうようじき

から

学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

まで一貫
いっかん

した効果的
こうかてき

な支援
しえん

を地域
ちいき

の身近
みぢか

な場所
ばしょ

で提
てい

供
きょう

する体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

り，療育
りょういく

方法
ほうほう

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

やカウンセリング等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。1-(3)-3 

  ○ 児童
じど う

福祉法
ふくしほう

（昭和
しょうわ

22年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

164号
ごう

）に基
もと

づき，障害児
しょうがいじ

に対
たい

して指導
しどう

訓練
くんれん

等
とう

の

支援
しえん

を行
おこな

う児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえ ん

等
とう

を提
てい

供
きょう

するとともに，障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づき，居宅
きょたく

介護
かい ご

，短期
たんき

入所
にゅうしょ

，障害児
しょうがいじ

を一時的
いちじてき

に預
あず

かって見守
みまも

る日中
にっちゅう

一時
いち じ

支援
しえ ん

等
とう

を提
てい

供
きょう

し，

障害児
しょうがいじ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けられる体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。また，障害児
しょうがいじ

の

発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じて，保育所
ほいくじょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえ ん

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス等
とう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を提
てい

供
きょう

する。1-(3)-4 

  ○ 障害児
しょうがいじ

について情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そうだん

支援
しえ ん

等
とう

によりその家庭
かてい

や家族
かぞく

を支援
しえん

するととも

に，在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

する重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）について，短期
たんき

入所
にゅうしょ

や訪問
ほうもん

介護
かい ご

，児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえ ん

等
とう

，在宅
ざいたく

支援
しえ ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。1-(3)-5 

  ○ 児童
じど う

発達
はったつ

支援
しえ ん

センター及
およ

び障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせ つ

について，障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・重複化
ちょうふくか

や

多様化
た よ う か

を踏
ふ

まえ，その専門的
せんもんてき

機能
きの う

の強化
きょうか

を図
はか

るとともに，これらの機関
きかん

を地域
ちいき

に

おける中核的
ちゅうかくてき

支援
しえ ん

施設
しせ つ

と位置付
い ち づ

け，地域
ちいき

や障害児
しょうがいじ

の多様
たよう

なニーズに対応
たいおう

する療育
りょういく

機関
きか ん

としての役割
やくわり

を担
にな

うための体制
たいせい

整備
せい び

を図
はか

る。1-(3)-6 
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（４）サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

 

  ○ 障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス又
また

は相談
そうだん

支援
しえ ん

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう，これらのサービス等
とう

を

提
てい

供
きょう

する者
もの

，又
また

はこれらの者
もの

に対
たい

し必要
ひつよう

な指導
しどう

を行
おこな

う者
もの

を養成
ようせい

する。1-(4)-1 

  ○ 障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため，障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

を提
てい

供
きょう

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な苦情
くじょう

解決
かいけつ

の推進
すいしん

，事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

の適切
てきせつ

な実施
じっし

及
およ

び評価
ひょうか

結果
けっ か

の公表
こうひょう

の促進
そくしん

等
とう

に努
つと

める。1-(4)-2 

  ○ 知的
ちて き

障害者
しょうがいしゃ

又
また

は精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

が障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスを適切
てきせつ

に利用
りよう

することができる

よう，本人
ほんにん

の自己
じ こ

決定
けってい

を尊重
そんちょう

する観点
かんてん

から，意思
い し

決定
けってい

の支援
しえん

に配慮
はいりょ

しつつ，必要
ひつよう

な

支援
しえん

等
とう

を行
おこな

う。1-(4)-3 

  ○ 地方
ちほ う

自治体
じ ち た い

における障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

の策定
さくてい

に当
あ

たり，国
くに

において，障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

するためのサービス基盤
きばん

整備
せい び

等
とう

に係
かか

る数値
すうち

目標
もくひょう

等
とう

を定
さだ

めた基本
きほん

指針
しし ん

を

策定
さくてい

し，障害福祉
しょうがいふくし

サービス及
およ

び相談
そうだん

支援
しえ ん

並
なら

びに市町村
しちょうそん

及
およ

び都道府県
とどう ふ け ん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

を提
てい

供
きょう

するための体制
たいせい

の確保
かくほ

が計画的
けいかくてき

に図
はか

られるように取
と

り組
く

む。

1-(4)-4 

  ○ 長時間
ちょうじかん

サービスを必要
ひつよう

とする重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かい ご

利用者
りようしゃ

等
とう

に対
たい

して，適切
てきせつ

な支給
しきゅう

決定
けってい

が

なされるよう実施
じっし

主体
しゅたい

である市町村
しちょうそん

への周知
しゅうち

に取
と

り組
く

むとともに，都道府県
とどう ふ け ん

との

連携
れんけい

の下
もと

，市町村
しちょうそん

に対
たい

する支援
しえん

を行
おこな

う。1-(4)-5 

  ○ 障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスの提供
ていきょう

にあたっては，都道府県
とどう ふ け ん

による管内
かんない

市町村
しちょうそん

への適切
てきせつ

な

支援
しえん

等
とう

を通
つう

じ，地域間
ちいきかん

におけるサービスの格差
かくさ

について均
きん

てんを図
はか

る。1-(4)-6 

  ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

に対
たい

する障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

の提供
ていきょう

に当
あ

たっては，各自治体
かくじ ち た い

において，

難病
なんびょう

等
とう

の特性
とくせい

（病状
びょうじょう

の変化
へんか

や進行
しんこう

，福祉
ふくし

ニーズ等
とう

）に配慮
はいりょ

した円滑
えんかつ

な事務
じ む

が実施
じっし

さ

れるよう，理解
りかい

と協力
きょうりょく

の促進
そくしん

を図
はか

る。1-(4)-7 

 

（５）人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

  ○ 社会
しゃかい

福祉士
ふ く し し

，介護
かいご

福祉士
ふ く し し

，精神
せいしん

保健
ほけ ん

福祉士
ふ く し し

等
とう

の福祉
ふくし

専門
せんもん

職
しょく

について，養成
ようせい

及
およ

び確保
かくほ

に努
つと

めるとともに，理学
りがく

療法士
りょうほうし

，作業
さぎょう

療法士
りょうほうし

，視
し

能
のう

訓練士
くんれんし

，義肢
ぎ し

装具士
そ う ぐ し

，言語
げんご

聴覚士
ちょうかくし

等
とう

の医学的
いがくてき

リハビリテーションに従事
じゅうじ

する者
もの

について，専門的
せんもんてき

な技術
ぎじゅつ

及
およ

び知識
ちしき

を

有
ゆう

する人材
じんざい

の確保
かくほ

と資質
ししつ

の向上
こうじょう

を図
はか

る。また，ホームヘルプサービスについて，

障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
りかい

したホームヘルパーの養成
ようせい

及
およ

び研修
けんしゅう

を行
おこな

う。さらに，障害
しょうがい

福祉
ふく し

サ

ービス等
とう

を提
てい

供
きょう

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し，労働
ろうどう

法規
ほう き

の遵守
じゅんしゅ

を徹底
てってい

する。1-(5)-1 

  ○ 国立
こくりつ

障害者
しょうがいしゃ

リハビリテーションセンター等
とう

の国立
こくりつ

専門
せんもん

機関
きか ん

等
とう

において障害
しょうがい

に係
かか

る専門的
せんもんてき

な研究
けんきゅう

を行
おこな

うとともに，障害
しょうがい

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

に従事
じゅうじ

する職員
しょくいん

の養成
ようせい

・研修
けんしゅう

にお

いてこれらの機関
きかん

の積極的
せっきょくてき

な活用
かつよう

を図
はか

る。1-(5)-2 
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（６）福祉
ふくし

用具
よう ぐ

の研究
けんきゅう

開発
かいはつ

及
およ

び身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじ ょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

 

  ○ 良質
りょうしつ

で安価
あんか

な福祉
ふくし

用具
よう ぐ

の供給
きょうきゅう

による利用者
りようしゃ

の利便性
りべんせい

の向上
こうじょう

を図
はか

るため，研究
けんきゅう

開発
かいはつ

の推進
すいしん

等
とう

を進
すす

める。また，研究
けんきゅう

開発
かいはつ

や障害者
しょうがいしゃ

等
とう

のニーズを踏
ふ

まえ，ユニバーサル

デザイン化
か

を促進
そくしん

し，誰
だれ

もが使
つか

いやすいものづくりを推進
すいしん

する。さらに福祉
ふくし

用具
よう ぐ

の

適切
てきせつ

な普及
ふきゅう

促進
そくしん

を図
はか

るため，積極的
せっきょくてき

に標準化
ひょうじゅんか

を進
すす

めるとともに，必要
ひつよう

に応
おう

じて国際
こくさい

規格
きか く

提案
ていあん

を行
おこな

う。1-(6)-1 

  ○ 補
ほ

装具
そうぐ

の購入
こうにゅう

又
また

は修理
しゅうり

に要
よう

する費用
ひよう

の一部
いちぶ

に対
たい

する公費
こうひ

の支給
しきゅう

，日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よう ぐ

の

給付
きゅうふ

・貸与
たいよ

を行
おこな

うとともに，福祉
ふくし

用具
よう ぐ

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

などにより、その普及
ふきゅう

を

促進
そくしん

する。1-(6)-2 

  ○ 情報
じょうほう

提供
ていきょう

機関
きか ん

や相談
そうだん

機関
きか ん

のネットワーク体制
たいせい

の構築
こうちく

により，福祉
ふくし

用具
よう ぐ

に関
かん

する

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

の整備
せいび

を推進
すいしん

するとともに，研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

等
とう

により，福祉
ふくし

用具
よう ぐ

の相談
そうだん

等
とう

に従事
じゅうじ

する専門
せんもん

職員
しょくいん

の資質
ししつ

向上
こうじょう

を図
はか

る。1-(6)-3 

  ○ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじ ょ

犬法
けんほう

（平成
へいせい

14年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

49号
ごう

）に基
もと

づき，身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじ ょ

犬
けん

（盲導犬
もうどうけん

，介助
かいじょ

犬
けん

，聴
ちょう

導
どう

犬
けん

）の育成
いくせい

及
およ

び身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじ ょ

犬
けん

を使用
しよう

する身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

の

施設
しせつ

等
とう

の利用
りよう

の円滑化
えんかつか

を図
はか

る。1-(6)-4 

 

（７）障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

の段階的
だんかいてき

な検討
けんとう

 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

ニーズを踏
ふ

まえた障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービスの更
さら

なる充実
じゅうじつ

等
とう

を図
はか

るため，

地域
ちいき

社会
しゃかい

における共生
きょうせい

の実現
じつげん

に向
む

けて新
あら

たな障害
しょうがい

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

施策
しさ く

を講
こう

ずるための

関係
かんけい

法律
ほうりつ

の整備
せいび

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

23年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

51号
ごう

）附則
ふそく

第
だい

３条
じょう

第
だい

１項
こう

に基
もと

づ

き，障害
しょうがい

支援
しえ ん

区分
くぶ ん

の認定
にんてい

を含
ふく

めた支給
しきゅう

決定
けってい

の在
あ

り方
かた

等
とう

，同条
どうじょう

同項
どうこう

に規定
きてい

された事項
じこう

7について検討
けんとう

を加
くわ

え，その結果
けっか

に基
もと

づいて，所要
しょよう

の措置
そ ち

を講
こう

ずる。1-(7)-1 

 

２．保健
ほけ ん

・医療
いりょう

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

障害者
しょうがいしゃ

が身近
みぢ か

な地域
ちい き

において，保健
ほけ ん

・医療
いりょう

サービス，医学的
いがくてき

リハビリテーション等
とう

を受
う

けることができるよう，提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。特
とく

に，入院中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の退院
たいいん

，地域
ちい き

移行
いこ う

を推進
すいしん

するため，精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちい き

で暮
く

らせる環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に取
と

り組
く

む。あわせて，

難病
なんびょう

に関
かん

する施策
しさ く

を推進
すいしん

する。 

（１）保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

等
とう

 

                                           

7 ①常時
じょうじ

介護
か い ご

を要
よう

する障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい

する支援
し え ん

，障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
い ど う

の支援
し え ん

，障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

の支援
し え ん

その他
た

の

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの在り方
あ   かた

，②障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を含
ふく

めた支給
しきゅう

決定
けってい

の在り方
あ   かた

，③障害者
しょうがいしゃ

の意思
い し

決定
けってい

支援
し え ん

の在り方
あ   かた

，障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

の観点
かんてん

からの成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

の在り方
あ   かた

，④手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

等
とう

を行う
おこな 

者
もの

の派遣
は け ん

その他
た

の聴覚
ちょうかく

，言語
げ ん ご

機能
き の う

，音声
おんせい

機能
き の う

その他
た

の障害
しょうがい

のため意思
い し

疎通
そ つ う

を図
はか

ることに支障
ししょう

があ

る障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に対
たい

する支援
し え ん

の在り方
あ   かた

，⑤精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び高齢
こうれい

の障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

の在り方
あ   かた
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  ○ 障害者
しょうがいしゃ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な医療
いりょう

やリハビリテーションを受
う

けられるよう，地域
ちいき

医療
いりょう

体制
たいせい

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。その際
さい

，特
とく

に，高齢化
こうれいか

等
とう

による障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・重複化
ちょうふくか

の

予防
よぼう

及
およ

びその対応
たいおう

に留意
りゅうい

する。2-(1)-1 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づき，自立
じりつ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むために必要
ひつよう

な

医療
いりょう

について，医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

を行
おこな

う。2-(1)-2 

  ○ 国立
こくりつ

障害者
しょうがいしゃ

リハビリテーションセンター病院
びょういん

において，早期
そうき

退院
たいいん

，社会
しゃかい

復帰
ふっ き

に向
む

けて，各障害
かくしょうがい

に対応
たいおう

した機能
きのう

回復
かいふく

訓練
くんれん

を行
おこな

うとともに，医療
いりょう

相談
そうだん

及
およ

び心理
し ん り

支援
し え ん

を行
おこな

う。また障害者
しょうがいしゃ

の健康
けんこう

増進
ぞうしん

についてもサービスの提供
ていきょう

，情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

う。

2-(1)-3 

  ○ 骨
ほね

，関節
かんせつ

等
とう

の機能
きのう

や感覚器
かんかくき

機能
きの う

の障害
しょうがい

，高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

障害
しょうがい

等
とう

の医学的
いがくてき

リハビリテー

ションによる機能
きのう

の維持
い じ

，回復
かいふく

が期待
きたい

される障害
しょうがい

について，適切
てきせつ

な評価
ひょうか

，病院
びょういん

か

ら地域
ちいき

等
とう

への一貫
いっかん

した医学的
いがくてき

リハビリテーションの確保
かくほ

を図
はか

る。2-(1)-4 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

の健康
けんこう

の保持
ほ じ

・増進
ぞうしん

を図
はか

るため，福祉
ふくし

サービスと連携
れんけい

した保健
ほけん

サービスの

提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。また，障害
しょうがい

に起因
きいん

して合併
がっぺい

しやすい疾患
しっかん

，外傷
がいしょう

，感染症
かんせんしょう

等
とう

の予防
よぼう

と，これらを合併
がっぺい

した際
さい

の障害
しょうがい

及
およ

び合併症
がっぺいしょう

に対
たい

して適切
てきせつ

な医療
いりょう

の確保
かくほ

を図
はか

る。2-(1)-5 

  ○ 定期的
ていきてき

に歯科
し か

検診
けんしん

を受
う

けること等
とう

又
また

は歯科
し か

医療
いりょう

を受
う

けることが困難
こんなん

な障害者
しょうがいしゃ

に

対
たい

する歯科
し か

疾患
しっかん

の予防
よぼう

等
とう

による口腔
こうくう

の健康
けんこう

の保持
ほ じ

・増進
ぞうしん

を図
はか

る取組
とりくみ

を進
すす

めるとと

もに、障害
しょうがい

の状況
じょうきょう

に応
おう

じた知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を有
ゆう

する歯科
し か

専門
せんもん

職
しょく

を育成
いくせい

するための取組
とりくみ

を促進
そくしん

する。2-(1)-6 

 

（２）精神
せいしん

保健
ほけ ん

・医療
いりょう

の提供
ていきょう

等
とう

 

  ○ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

への医療
いりょう

の提供
ていきょう

・支援
しえん

を可能
かのう

な限
かぎ

り地域
ちいき

において行
おこな

うとともに，

入院中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の早期
そうき

退院
たいいん

（入院
にゅういん

期間
きか ん

の短縮
たんしゅく

）及
およ

び地域
ちいき

移行
いこ う

を推進
すいしん

し，いわ

ゆる社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

を解消
かいしょう

するため，以下
い か

の取組
とりくみ

を通
つう

じて，精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で生活
せいかつ

で

きる社会
しゃかい

資源
しげ ん

を整備
せいび

する。2-(2)-1 

   ア 専門
せんもん

診療科
しんりょうか

以外
いが い

の診療科
しんりょうか

，保健所
ほけんじょ

等
とう

，健
けん

診
しん

の実施
じっし

機関
きか ん

等
とう

と専門
せんもん

診療科
しんりょうか

との連携
れんけい

を促進
そくしん

するとともに，様々
さまざま

な救
きゅう

急
きゅう

ニーズに対応
たいおう

できる精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

システムを

確立
かくりつ

するなど地域
ちいき

における適切
てきせつ

な精神
せいしん

医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の確立
かくりつ

や相談
そうだん

機能
きの う

の向上
こうじょう

を

推進
すいしん

する。2-(2)-1-ア 

   イ 精神科
せいしんか

デイケアの充実
じゅうじつ

や，外来
がいらい

医療
いりょう

，多職種
たしょくしゅ

によるアウトリーチ（訪問
ほうもん

支援
しえ ん

）

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。2-(2)-1-イ 

   ウ 居宅
きょたく

介護
かい ご

など訪問
ほうもん

系
けい

サービスの充実
じゅうじつ

や地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえ ん

（地域
ちいき

移行
いこ う

支援
しえ ん

・地域
ちいき

定着
ていちゃく
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支援
しえ ん

）の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

る。2-(2)-1-ウ 

   エ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこ う

の取組
とりくみ

を担
にな

う精神科医
せいし ん か い

，看護
かんご

職員
しょくいん

，精神
せいしん

保健
ほけ ん

福祉士
ふ く し し

，心理
しんり

職
しょく

等
とう

について，人材
じんざい

育成
いくせい

や連携
れんけい

体制
たいせい

の構築
こうちく

等
とう

を図
はか

る。2-(2)-1-エ   

○ 学校
がっこう

，職域
しょくいき

及
およ

び地域
ちいき

における心
こころ

の健康
けんこう

に関
かん

する相談
そうだん

，カウンセリング等
とう

の機会
きかい

の

充実
じゅうじつ

により，一般
いっぱん

国民
こくみん

の心
こころ

の健康
けんこう

づくり対策
たいさく

を推進
すいしん

するとともに，精神
せいしん

疾患
しっかん

の早期
そうき

発見
はっけん

方法
ほうほう

の確立
かくりつ

及
およ

び発見
はっけん

の機会
きかい

の確保
かくほ

・充実
じゅうじつ

を図
はか

る。2-(2)-2 

  ○ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び家族
かぞく

のニーズに対応
たいおう

した多様
たよう

な相談
そうだん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

る。精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する当事者
とうじしゃ

による相談
そうだん

活動
かつどう

に取
と

り組
く

む自治体
じ ち た い

に対
たい

し支援
しえん

を行
おこな

う。

2-(2)-3 

  ○ 精神
せいしん

医療
いりょう

における人権
じんけん

の確保
かくほ

を図
はか

るため，精神
せいしん

医療
いりょう

審査会
し ん さ か い

の審査
しんさ

の在り方
あ  か た

の見直
みなお

し等
とう

の検討
けんとう

を行
おこな

い，都道府県
とどう ふ け ん

及
およ

び指定
してい

都市
と し

に対
たい

し，その機能
きのう

の充実
じゅうじつ

・適正化
てきせいか

を促
うなが

す。

2-(2)-4 

  ○ 精神
せいしん

疾患
しっかん

について，患者
かんじゃ

の状態像
じょうたいぞう

や特性
とくせい

に応
おう

じた精神
せいしん

病床
びょうしょう

の機能
きのう

分化
ぶん か

を進
すす

めると

ともに，適切
てきせつ

な医療
いりょう

の提供
ていきょう

を確保
かくほ

し，患者
かんじゃ

・家族
かぞく

による医療
いりょう

機関
きか ん

の選択
せんたく

に資
し

する

よう，精神
せいしん

医療
いりょう

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

，EBM
イービーエム

（根拠
こんきょ

に基
もと

づく医療
いりょう

）及
およ

び安全
あんぜん

対策
たいさく

の推進
すいしん

を図
はか

る。2-(2)-５ 

  ○ 精神
せいしん

保健
ほけ ん

及
およ

び精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

に関
かん

する法律
ほうりつ

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

25年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

47号
ごう

）附則
ふそく

第
だい

８条
じょう

に基
もと

づき，医療
いりょう

保護
ほ ご

入院
にゅういん

や精神科
せいしんか

病院
びょういん

に係
かか

る精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の意思
い し

決定
けってい

及
およ

び意思
い し

の表明
ひょうめい

についての支援
しえん

の在
あ

り方
かた

等
とう

に関
かん

する検討
けんとう

を行
おこな

う。

2-(2)-６ 

  ○ 心神
しんしん

喪失
そうしつ

等
とう

の状態
じょうたい

で重大
じゅうだい

な他害
たがい

行為
こう い

を行
おこな

った者
もの

に対
たい

する適切
てきせつ

な医療
いりょう

の確保
かくほ

を

推進
すいしん

するとともに，心神
しんしん

喪失
そうしつ

等
とう

の状態
じょうたい

で重大
じゅうだい

な他害
た が い

行為
こ う い

を行った
おこな    

者
もの

の医療
いりょう

及び
およ  

観察
かんさつ

等
とう

に関する
か ん    

法律
ほうりつ

（平成
へいせい

15年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

110号
ごう

）附則
ふ そ く

第
だい

３条
じょう

に基
もと

づき，精神
せいしん

医療
いりょう

及
およ

び精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

全般
ぜんぱん

の水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

を図
はか

る。2-(2)-7 

 

（３）研究
けんきゅう

開発
かいはつ

の推進
すいしん

 

  ○ 優
すぐ

れた基礎
き そ

研究
けんきゅう

の成果
せいか

による革新的
かくしんてき

な医薬品
いやくひん

・医療
いりょう

機器
き き

の開発
かいはつ

を促進
そくしん

するため，

研究
けんきゅう

の支援
しえん

，臨床
りんしょう

研究
けんきゅう

・治
ち

験
けん

環境
かんきょう

の整備
せいび

，独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人医
ほうじんい

薬品
やくひん

医療
いりょう

機器
き き

総合
そうごう

機構
きこ う

の

薬事
やくじ

戦略
せんりゃく

相談
そうだん

の活用
かつよう

等
とう

を推進
すいしん

する。2-(3)-1 

  ○ 最新
さいしん

の知見
ちけん

や技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

し，倫理的
りんりてき

側面
そくめん

に配慮
はいりょ

しつつ，疾病
しっぺい

等
とう

の病因
びょういん

・病態
びょうたい

の解明
かいめい

，

予防
よぼう

，治療
ちりょう

等
とう

に関
かん

する研究
けんきゅう

開発
かいはつ

を推進
すいしん

する。また，再生
さいせい

医療
いりょう

や個別化
こ べ つ か

医療
いりょう

等
とう

の新
あら

た

な医療
いりょう

分野
ぶん や

について，多
おお

くの障害者
しょうがいしゃ

，患者
かんじゃ

が活用
かつよう

できるよう，研究
けんきゅう

開発
かいはつ

の推進
すいしん

及
およ

び

実用化
じつようか

の加速
かそく

に取
と

り組
く

む。2-(3)-2 

  ○ 脳
のう

機能
きの う

研究
けんきゅう

の推進
すいしん

により，高次
こうじ

脳
のう

機能
きの う

障害
しょうがい

，感覚
かんかく

認知
にん ち

機能
きの う

障害
しょうがい

等
とう

に関
かん

する新
あら

たな
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診断法
しんだんほう

の開発
かいはつ

，医学的
いがくてき

リハビリテーションの効率化
こうりつか

及
およ

び訓練
くんれん

プログラムの改善
かいぜん

を

進
すす

める。2-(3)-3 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

機能
きの う

全体
ぜんたい

の維持
い じ

・回復
かいふく

のため，リハビリテーション技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

を

推進
すいしん

する。2-(3)-４ 

 

（４）人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

  ○ 医師
い し

・歯科
し か

医師
い し

について，養成
ようせい

課程
かて い

及
およ

び生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

において，リハビリテーション

に関
かん

する教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

り資質
ししつ

の向上
こうじょう

に努
つと

めるとともに，様々
さまざま

な場面
ばめん

や対象者
たいしょうしゃ

に

対応
たいおう

できる資質
ししつ

の高
たか

い看護
かんご

職員
しょくいん

等
とう

の養成
ようせい

に努
つと

める。2-(4)-1 

  ○ 理学
りが く

療法士
りょうほうし

，作業
さぎょう

療法士
りょうほうし

等
とう

の医学的
いがくてき

リハビリテーションに従事
じゅうじ

する者
もの

について，

専門的
せんもんてき

な技術
ぎじゅつ

及
およ

び知識
ちしき

を有
ゆう

する人材
じんざい

の確保
かくほ

と資質
ししつ

の向上
こうじょう

を図
はか

る。2-(4)-2 

  ○ 地域
ちい き

において健康
けんこう

相談
そうだん

等
とう

を行
おこな

う保健所
ほけんじょ

，保健
ほけん

センター等
とう

の職員
しょくいん

の資質
ししつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るとともに，地域
ちいき

の保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

事業
じぎょう

従事者間
じゅうじしゃかん

の連携
れんけい

を図
はか

る。2-(4)-3 

 

（５）難病
なんびょう

に関
かん

する施策
しさく

の推進
すいしん

 

  ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の実態
じったい

把握
はあ く

，病因
びょういん

・病態
びょうたい

の解明
かいめい

，画期的
かっきてき

な診断
しんだん

・治療法
ちりょうほう

の開発
かいはつ

を推進
すいしん

す

るとともに，診断
しんだん

基準
きじゅん

・治療
ちりょう

指針
しし ん

の確立
かくりつ

及
およ

び普及
ふきゅう

を通
つう

じて，難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が受
う

ける医療
いりょう

水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

を図
はか

るため，難病
なんびょう

の研究
けんきゅう

を推進
すいしん

する。2-(5)-1 

  ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対
たい

し，総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

・支援
しえん

や地域
ちいき

における受入
うけいれ

病院
びょういん

の確保
かくほ

を図
はか

るとと

もに，在宅
ざいたく

療養上
りょうようじょう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

うことにより，安定
あんてい

した療養
りょうよう

生活
せいかつ

の確保
かくほ

と難病
なんびょう

患者
かんじゃ

及
およ

びその家族
かぞく

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

る。2-(5)-2 

  ○ 難病
なんびょう

に関
かん

する医療
いりょう

の確立
かくりつ

，普及
ふきゅう

を図
はか

るとともに，難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の医療費
いりょうひ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

を

図
はか

るため，医療費
いりょうひ

助成
じょせい

を行
おこな

う。2-(5)-3 

  ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の療養上
りょうようじょう

，日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

での悩
なや

みや不安
ふあん

等
とう

の解消
かいしょう

を図
はか

るとともに，難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の様々
さまざま

なニーズに対応
たいおう

したきめ細
こま

やかな相談
そうだん

や支援
しえん

を通
つう

じて地域
ちいき

における

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

支援
しえ ん

対策
たいさく

を推進
すいしん

するため，難病
なんびょう

相談
そうだん

・支援
しえん

センター等
とう

により，地域
ちいき

で生活
せいかつ

する難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

における相談
そうだん

・支援
しえん

や地域
ちいき

交流
こうりゅう

活動
かつどう

の促進
そくしん

などを行
おこな

う。

2-(5)-4 

  ○ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

に対
たい

する障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス等
とう

の提供
ていきょう

に当
あ

たっては，各自治体
かくじ ち た い

において，

難病
なんびょう

等
とう

の特性
とくせい

（病状
びょうじょう

の変化
へんか

や進行
しんこう

，福祉
ふくし

ニーズ等
とう

）に配慮
はいりょ

した円滑
えんかつ

な事務
じ む

が実施
じっし

さ

れるよう，理解
りかい

と協力
きょうりょく

の促進
そくしん

を図
はか

る。2-(5)-5 

 

（６）障害
しょうがい

の原因
げんいん

となる疾病
しっぺい

等
とう

の予防
よぼう

・治療
ちりょう
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  ○ 妊産婦
にんさんぷ

健
けん

診
しん

，乳幼児
にゅうようじ

及
およ

び児童
じどう

に対
たい

する健康診査
けんこうしんさ

，保健
ほけん

指導
しど う

の適切
てきせつ

な実施
じっし

，周産期
しゅうさんき

医療
いりょう

・小児
しょうに

医療
いりょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

等
とう

を図
はか

るとともに，これらの機会
きかい

の活用
かつよう

により，疾病
しっぺい

等
とう

の早期
そうき

発見
はっけん

及
およ

び治療
ちりょう

，早期
そうき

療養
りょうよう

を図
はか

る。また，障害
しょうがい

の早期
そうき

発見
はっけん

と早期
そうき

療育
りょういく

を図
はか

る

ため，療育
りょういく

に知見
ちけん

と経験
けいけん

を有
ゆう

する医療
いりょう

・福祉
ふくし

の専門
せんもん

職
しょく

の確保
かくほ

を図
はか

る。2-(6)-1 

  ○ 糖尿病
とうにょうびょう

等
とう

の生活
せいかつ

習慣病
しゅうかんびょう

を予防
よぼう

するとともに合併症
がっぺいしょう

の発症
はっしょう

や症状
しょうじょう

の進展
しんてん

等
とう

を予防
よぼう

するため，栄養
えいよう

・食生活
しょくせいかつ

，身体
しんたい

活動
かつどう

・運動
うんどう

，休養
きゅうよう

，飲酒
いんしゅ

，喫煙
きつえん

及
およ

び歯
は

・口腔
こうくう

の健康
けんこう

に関
かん

する生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の改善
かいぜん

による健康
けんこう

の増進
ぞうしん

，医療
いりょう

連携
れんけい

体制
たいせい

の推進
すいしん

，健康診査
けんこうしんさ

・保健
ほけん

指導
しど う

の実施
じっし

等
とう

に取
と

り組
く

む。2-(6)-2 

  ○ 疾患
しっかん

，外傷
がいしょう

等
とう

に対
たい

して適切
てきせつ

な治療
ちりょう

を行
おこな

うため，専門
せんもん

医療
いりょう

機関
きか ん

，身近
みぢか

な地域
ちいき

におけ

る医療
いりょう

機関
きか ん

及
およ

び在宅
ざいたく

における医療
いりょう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

，保健所
ほけんじょ

，精神
せいしん

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

セン

ター，児童
じどう

相談所
そうだんじょ

，市町村
しちょうそん

等
とう

による保健
ほけん

サービス等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

及
およ

びこれら

の連携
れんけい

を促進
そくしん

する。2-(6)-3 

  ○ 外傷
がいしょう

等
とう

に対
たい

する適切
てきせつ

な治療
ちりょう

を行
おこな

うため，救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

，急性期
きゅうせいき

医療
いりょう

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の

充実
じゅうじつ

及
およ

び関係
かんけい

機関
きか ん

の連携
れんけい

を促進
そくしん

する。2-(6)-4 

 

３．教育
きょういく

，文化
ぶん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

・スポーツ等
とう

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく，国民
こくみん

が相互
そう ご

に人格
じんかく

と個性
こせ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

う

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け，障害
しょうがい

のある児童
じど う

生徒
せい と

が，合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を含
ふく

む必要
ひつよう

な支援
しえ ん

の下
もと

，

その年齢
ねんれい

及
およ

び能力
のうりょく

に応
おう

じ，かつその特性
とくせい

を踏
ふ

まえた十分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を可能
かの う

な限
かぎ

り障害
しょうがい

のな

い児童
じど う

生徒
せい と

と共
とも

に受
う

けることのできる仕組
し く

みを構築
こうちく

する。また，障害者
しょうがいしゃ

が円滑
えんかつ

に文化
ぶん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

，スポーツ又
また

はレクリエーションを行
おこな

うことができるよう，環境
かんきょう

の整備
せい び

等
とう

を

推進
すいしん

する。 

（１）インクルーシブ教育
きょういく

システム8の構築
こうちく

 

  ○ 障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく，国民
こくみん

が相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し

合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け，本人
ほんにん

・保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する十分
じゅうぶん

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

の下
もと

，本人
ほんにん

・

保護者
ほ ご し ゃ

の意見
いけん

を最大限
さいだいげん

尊重
そんちょう

し，本人
ほんにん

・保護者
ほ ご し ゃ

と市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委員会
いいんかい

，学校
がっこう

等
とう

が，教育的
きょういくてき

ニーズと必要
ひつよう

な支援
しえん

について合意
ごうい

形成
けいせい

を行
おこな

うことを原則
げんそく

として，市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委員会
いいんかい

が就学先
しゅうがくさき

を決定
けってい

する仕組
し く

みを構築
こうちく

する9。また，以上
いじょう

の仕組
し く

みの下
もと

，障害
しょうがい

の

                                           

8 障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

第24条
だい  じょう

において，「インクルーシブ教育
きょういく

システム」（inclusive
インクルーシ ブ

 education
エ デ ュ ケ ー シ ョ ン

 system
シ ス テ ム

，

署名
しょめい

時
じ

仮訳
かりやく

：包容
ほうよう

する教育
きょういく

制度
せ い ど

）とは，人間
にんげん

の多様性
たようせい

の尊重
そんちょう

等
とう

の強化
きょうか

，障害者
しょうがいしゃ

が精神的
せいしんてき

及び
お よ  

身体的
しんたいてき

な

能力
のうりょく

等
とう

を可能
か の う

な最大
さいだい

限度
げ ん ど

まで発達
はったつ

させ，自由
じ ゆ う

な社会
しゃかい

に効果的
こうかてき

に参加
さ ん か

することを可能
か の う

とするとの目的
もくてき

の下
もと

，

障害
しょうがい

のある者
もの

と障害
しょうがい

のない者
もの

が共
とも

に学ぶ
ま な  

仕組
し く

みとされている。 

9 合意
ご う い

形成
けいせい

に向
む

けて意見
い け ん

が一致
い っ ち

しない場合
ば あ い

の調整
ちょうせい

の仕組
し く

みとしては，市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委員会
いいんかい

の判断
はんだん

の妥当性
だとうせい

を市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委員会
いいんかい

以外
い が い

の者
もの

が評
ひょう

価
か

することで意見
い け ん

が一致
い っ ち

する可能性
かのうせい

もあることから，市町村
しちょうそん

教育
きょういく
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ある児童
じどう

生徒
せい と

の発達
はったつ

の程度
ていど

，適応
てきおう

の状況
じょうきょう

等
とう

に応
おう

じて，柔軟
じゅうなん

に「学
まな

びの場
ば

」を変更
へんこう

で

きることについて，関係者
かんけいしゃ

への周知
しゅうち

を促
うなが

す。3-(1)-1 

  ○ 障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せい と

に対
たい

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

については，児童
じどう

生徒
せい と

一人一人
ひとり ひ と り

の障害
しょうがい

の

状態
じょうたい

や教育的
きょういくてき

ニーズ等
とう

に応
おう

じて設置者
せっちしゃ

・学校
がっこう

と本人
ほんにん

・保護者間
ほごし ゃ か ん

で可能
かのう

な限
かぎ

り合意
ごうい

形成
けいせい

を図
はか

った上
うえ

で決定
けってい

し，提供
ていきょう

されることが望
のぞ

ましいことを周知
しゅうち

する。3-(1)-2 

  ○ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を含
ふく

む必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら，同
おな

じ場
ば

で共
とも

に学
まな

ぶことを追求
ついきゅう

すると

ともに，個別
こべつ

の教育的
きょういくてき

ニーズのある子
こ

どもに対
たい

して，自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さん か

を見据
み す

えて，

その時点
じてん

で教育的
きょういくてき

ニーズに最
もっと

も的確
てきかく

に応
こた

えた指導
しどう

を提供
ていきょう

できるよう，小
しょう

・中
ちゅう

学校
がっこう

における通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

，通級
つうきゅう

による指導
しどう

，特別
とくべつ

支援
しえ ん

学級
がっきゅう

，特別
とくべつ

支援
しえ ん

学校
がっこう

という連続性
れんぞくせい

のある「多様
たよう

な学
まな

びの場
ば

」のそれぞれの充実
じゅうじつ

を図
はか

る。3-(1)-3 

  ○ 医療
いりょう

，保健
ほけん

，福祉
ふくし

等
とう

との連携
れんけい

の下
もと

，乳幼児期
にゅうようじき

を含
ふく

め早期
そうき

からの教育
きょういく

相談
そうだん

・就学
しゅうがく

相談
そうだん

の実施
じっし

を推進
すいしん

する。3-(1)-4 

  ○ 可能
かの う

な限
かぎ

り早期
そうき

から成人
せいじん

に至
いた

るまで一貫
いっかん

した指導
しどう

・支援
しえん

ができるよう，子
こ

どもの

成長
せいちょう

記録
きろ く

や指導
しどう

内容
ないよう

等
とう

に関
かん

する情報
じょうほう

を，情報
じょうほう

の取扱
とりあつか

いに留意
りゅうい

しながら，必要
ひつよう

に応
おう

じ

て関係
かんけい

機関間
きかんかん

で共有
きょうゆう

・活用
かつよう

するとともに，保護者
ほ ご し ゃ

の参画
さんかく

を得
え

つつ，医療
いりょう

，保健
ほけん

，福祉
ふくし

，

労働
ろうどう

等
とう

との連携
れんけい

の下
もと

，個別
こべつ

の教育
きょういく

支援
しえ ん

計画
けいかく

の策定
さくてい

・活用
かつよう

を促進
そくしん

する。3-(1)-5 

  ○ 障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せい と

への支援
しえん

に関
かん

する先進的
せんしんてき

な事例
じれい

の収集
しゅうしゅう

を行
おこな

うとともに，

関係者
かんけいしゃ

に対
たい

して情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

う。3-(1)-6 

  ○ 障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せい と

の後期
こうき

中等
ちゅうとう

教育
きょういく

への就学
しゅうがく

を促進
そくしん

するため，個別
こべつ

のニーズに応
おう

じた入学
にゅうがく

試験
しけ ん

における配慮
はいりょ

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。3-(1)-7 

  ○ 福祉
ふく し

，労働
ろうどう

等
とう

との連携
れんけい

の下
もと

，障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せい と

の就労
しゅうろう

について，支援
しえん

の充実
じゅうじつ

を

図
はか

る。3-(1)-8 

 

（２）教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

  ○ 障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せい と

の一人一人
ひとり ひ と り

の教育的
きょういくてき

ニーズに応
おう

じた教科書
きょうかしょ

を始
はじ

めとする

教材
きょうざい

の提供
ていきょう

を推進
すいしん

するとともに，情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

（ I C T
アイシーティー

）の発展
はってん

等
とう

も踏
ふ

まえつつ，

教育的
きょういくてき

ニーズに応
おう

じた支援
しえん

機器
き き

の充
じゅう

実
じつ

に努
つと

める。3-(2)-1 

  ○ 災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

における利用
りよう

等
とう

の観点
かんてん

も踏
ふ

まえつつ，学校
がっこう

施設
しせ つ

のバリアフリー化
か

を

推進
すいしん

する。3-(2)-2 

  ○ 障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せい と

に対
たい

する指導
しどう

方法
ほうほう

に関
かん

する調査
ちょうさ

・研究
けんきゅう

を推進
すいしん

するとともに，

研究
けんきゅう

成果
せい か

の普及
ふきゅう

を図
はか

る。3-(2)-3 

  ○ 特別
とくべつ

支援
しえ ん

教育
きょういく

に関
かん

する教職員
きょうしょくいん

の専門性
せんもんせい

の確保
かくほ

，指導力
しどうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

るため，特別
とくべつ

支援
しえ ん

学校
がっこう

のセンター的
てき

機能
きのう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに，小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

等
とう

の教員
きょういん

への研修
けんしゅう

の
                                                                                                                                            

委員会
いいんかい

が調整
ちょうせい

するためのプロセスを明確化
めいかくか

しておくことが考
かんが

えられる。 
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充実
じゅうじつ

を図
はか

る。3-(2)-4 

 

（３）高等
こうとう

教育
きょういく

における支援
しえん

の推進
すいしん

 

  ○ 大学
だいがく

等
とう

が提
てい

供
きょう

する様々
さまざま

な機会
きかい

において，障害
しょうがい

のある学生
がくせい

が障害
しょうがい

のない学生
がくせい

と 平
びょう

等
どう

に参加
さんか

できるよう，授業
じゅぎょう

等
とう

における情報
じょうほう

保障
ほしょう

やコミュニケーション上
じょう

の配慮
はいりょ

，

教科書
きょうかしょ

・教材
きょうざい

に関
かん

する配慮
はいりょ

等
とう

を促進
そくしん

するとともに，施設
しせつ

のバリアフリー化
か

を推進
すいしん

す

る。3-(3)-1 

  ○ 大学
だいがく

入試
にゅうし

センター試験
しけん

において実施
じっし

されている障害
しょうがい

のある受験者
じゅけんしゃ

の配慮
はいりょ

につい

ては，障害者
しょうがいしゃ

一人一人
ひとり ひ と り

のニーズに応
おう

じて，より柔軟
じゅうなん

な対応
たいおう

に努
つと

めるとともに，高等
こうとう

学校
がっこう

及
およ

び大学
だいがく

関係者
かんけいしゃ

に対
たい

し，配慮
はいりょ

の取組
とりくみ

について，一層
いっそう

の周知
しゅうち

を図
はか

る。3-(3)-2 

  ○ 障害
しょうがい

のある学生
がくせい

の能力
のうりょく

・適性
てきせい

，学習
がくしゅう

の成果
せいか

等
とう

を適
てき

切
せつ

に評
ひょう

価
か

するため，大学
だいがく

等
とう

の入試
にゅうし

や単位
たんい

認定
にんてい

等
とう

の試験
しけん

における適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

の実施
じっし

を促進
そくしん

する。3-(3)-３ 

  ○ 入試
にゅうし

における配慮
はいりょ

の内容
ないよう

，施設
しせつ

のバリアフリー化
か

の状況
じょうきょう

，学生
がくせい

に対
たい

する支援
しえん

内容
ないよう

・支援
しえん

体制
たいせい

，障害
しょうがい

のある学生
がくせい

の受入
うけい

れ実績
じっせき

等
とう

に関
かん

する各大学
かくだいがく

等
とう

の情報
じょうほう

公開
こうかい

を

促進
そくしん

する。3-(3)-４ 

  ○ 各
かく

大学
だいがく

等
とう

における相談
そうだん

窓口
まどぐち

の統
とう

一
いつ

や支援
しえん

担当
たんとう

部署
ぶし ょ

の設置
せっち

など，支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を

促進
そくしん

するとともに，障害
しょうがい

のある学生
がくせい

への修学
しゅうがく

支援
しえ ん

に関
かん

する先進的
せんしんてき

な取組
とりくみ

を行
おこな

う

大学
だいがく

等
とう

を支援
しえん

し，大学
だいがく

等間
とうかん

や地域
ちいき

の自治体
じ ち た い

，高校
こうこう

及
およ

び特別
とくべつ

支援
しえ ん

学校
がっこう

等
とう

とのネット

ワーク形成
けいせい

を促進
そくしん

する。3-(3)-５ 

  ○ 障害
しょうがい

のある学生
がくせい

の支援
しえん

について理解
りかい

促進
そくしん

・普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を行
おこな

うため，その基礎
き そ

となる

調査
ちょうさ

研究
けんきゅう

や様々
さまざま

な機会
きかい

を通
つう

じた情報
じょうほう

提供
ていきょう

，教職員
きょうしょくいん

に対
たい

する研修
けんしゅう

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

る。

3-(3)-６ 

 

（４）文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

，スポーツ等
とう

の振興
しんこう

 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

において，文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

，スポーツに親
した

しむことができる施設
しせつ

・設備
せつび

の整備
せいび

等
とう

を進
すす

めるとともに，障害者
しょうがいしゃ

のニーズに応
おう

じた文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

，スポーツに関
かん

する人材
じんざい

の養成
ようせい

等
とう

の取組
とりくみ

を行
おこな

い，障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず，文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

，スポ

ーツを行
おこな

うことのできる環境
かんきょう

づくりに取
と

り組
く

む。特
とく

に，障害者
しょうがいしゃ

の芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

10に対
たい

す

る支援
しえん

や，障害者
しょうがいしゃ

の芸術
げいじゅつ

作品
さくひん

の展示
てんじ

等
とう

を推進
すいしん

するための仕組
し く

みを検討
けんとう

し，推進
すいしん

を図
はか

る。3-(4)-1 

  ○ 国立
こくりつ

博物館
はくぶつかん

，国立
こくりつ

美術館
びじゅつかん

，国立劇場
こくりつげきじょう

等
とう

における文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の公演
こうえん

・展示
てんじ

等
とう

にお

                                           

10 障害者
しょうがいしゃ

の芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

については定着
ていちゃく

した名称
めいしょう

がなく，『アール・ブリュット』，『アウトサイダー・アー

ト』，『エイブル・アート』，『ボーダレス・アート』など様々
さまざま

な関連
かんれん

する概念
がいねん

や表現
ひょうげん

がある。 
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いて，字幕
じまく

や音声
おんせい

案内
あんない

サービスの提供
ていきょう

等
とう

，障害者
しょうがいしゃ

のニーズに応
おう

じた工夫
くふう

・配慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

されるよう努
つと

める。3-(4)-2 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

祭
さい

や全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ大会
たいかい

の開催
かいさい

を通
つう

じて，障害者
しょうがいしゃ

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

，スポーツの普及
ふきゅう

を図
はか

るとともに，民間
みんかん

団体
だんたい

等
とう

が行
おこな

う文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

，ス

ポーツ等
とう

に関
かん

する取組
とりくみ

を支援
しえん

する。特
とく

に，身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

や知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

に比
くら

べて普及
ふきゅう

が

遅
おく

れている精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

のスポーツの振興
しんこう

に取
と

り組
く

む。3-(4)-3 

  ○ パラリンピック11，デフリンピック12，スペシャルオリンピックス13等
とう

への参加
さんか

の

支援
しえん

等
とう

，スポーツ等
とう

における障害者
しょうがいしゃ

の国内外
こくないがい

の交流
こうりゅう

を支援
しえん

する。3-(4)-4 

  ○ 聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

が映画
えいが

を楽
たの

しむことができるよう，関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

の協力
きょうりょく

の下
もと

，日本語
に ほ ん ご

字幕
じま く

の付与
ふ よ

や音声
おんせい

ガイドの制作
せいさく

等
とう

のバリアフリー映画
えいが

の普及
ふきゅう

に向
む

け

た取組
とりくみ

を推進
すいしん

する。3-(4)-5 

 

４．雇用
こよ う

・就業
しゅうぎょう

，経済的
けいざいてき

自立
じり つ

の支援
しえ ん

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちい き

で自立
じり つ

した生活
せいかつ

を送
おく

るためには就労
しゅうろう

が重要
じゅうよう

であり，働
はたら

く意欲
いよ く

のある

障害者
しょうがいしゃ

がその適性
てきせい

に応
おう

じて能力
のうりょく

を十分
じゅうぶん

に発揮
はっ き

することができるよう，一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を希望
きぼ う

する者
もの

にはできる限
かぎ

り一般
いっぱん

就労
しゅうろう

できるように，一般
いっぱん

就労
しゅうろう

が困難
こんなん

である者
もの

には就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

Ｂ
ビー

型
がた

事業所
じぎょうしょ

等
とう

での工賃
こうちん

の水準
すいじゅん

が向上
こうじょう

するように，総合的
そうごうてき

な支援
しえ ん

を推進
すいしん

する。あわ

せて，年金
ねんきん

等
とう

の支給
しきゅう

，経済的
けいざいてき

負担
ふた ん

の軽減
けいげん

等
とう

により経済的
けいざいてき

自立
じり つ

を支援
しえ ん

する。 

（１）障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

の促進
そくしん

 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

促進法
そくしんほう

に基
もと

づく障害者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せい ど

を中心
ちゅうしん

に，引
ひ

き続
つづ

き，障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

の

促進
そくしん

を図
はか

る。平成
へいせい

25（2013）年
ねん

の障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

促進法
そくしんほう

の改正
かいせい

により，精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

が義務化
ぎ む か

（平成
へいせい

30（2018）年
ねん

４月
がつ

施行
しこう

）されたことも踏
ふ

まえ，精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

のための取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

させる。4-(1)-1 

  ○ 法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

を達
たっ

成
せい

していない民間
みんかん

企業
きぎょう

については，公共
こうきょう

職業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

（ハローワー

ク）による指導
しどう

などを通
つう

じ，法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

の達成
たっせい

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

める。また，国
くに

の

機関
きかん

や地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

に対
たい

しては，民間
みんかん

企業
きぎょう

に率先
そっせん

垂範
すいはん

して障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

を進
すす

める

立場
たちば

であることを踏
ふ

まえ，適切
てきせつ

に指導
しどう

等
とう

を行
おこな

う。4-(1)-2 

  ○ 特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

制度
せい ど

等
とう

を活用
かつよう

し，引
ひ

き続
つづ

き，障害者
しょうがいしゃ

の職域
しょくいき

の拡
かく

大
だい

及
およ

び職場
しょくば

環境
かんきょう

の整備
せいび

                                           
11 ４年

ねん

に一度
い ち ど

，オリンピック終了後
しゅうりょうご

に同じ
お な  

開催地
かいさいち

で行
おこな

われる，障害者
しょうがいしゃ

（聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

を除
のぞ

く。）のス

ポーツの世界
せ か い

大会
たいかい

であり，夏季
か き

大会
たいかい

と冬季
と う き

大会
たいかい

が開催
かいさい

されている。 
12 ４年

ねん

に一度
い ち ど

行
おこな

われる，聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

のスポーツの世界
せ か い

大会
たいかい

であり，夏季
か き

競技
きょうぎ

大会
たいかい

と冬季
と う き

競技
きょうぎ

大会
たいかい

が

開催
かいさい

されている。 
13 ４年

ねん

に一度
い ち ど

行
おこな

われる，知的
ち て き

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

のスポーツの世界
せ か い

大会
たいかい

であり，夏季
か き

競技
きょうぎ

大会
たいかい

と冬季
と う き

競技
きょうぎ

大会
たいかい

が開催
かいさい

されている。 
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を図
はか

るとともに，いわゆるダブルカウント14制度
せい ど

等
とう

により，引
ひ

き続
つづ

き，重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の拡大
かくだい

を図
はか

る。4-(1)-3 

  ○ 一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
とう

への就職
しゅうしょく

につなげることを目的
もくてき

として，各府省
かくふしょう

において知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

を非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

として雇用
こよう

し，１～３年
ねん

の業務
ぎょうむ

を経験
けいけん

するチャレンジ雇用
こよう

15を実施
じっし

する。4-(1)-4 

  ○ 都道府県
とどう ふ け ん

労働局
ろうどうきょく

において，使用者
しようしゃ

による障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

など労働者
ろうどうしゃ

である

障害者
しょうがいしゃ

の適切
てきせつ

な権利
けんり

保護
ほ ご

のため，個別
こべつ

の相談
そうだん

等
とう

への丁寧
ていねい

な対応
たいおう

を行
おこな

うとともに，

関係
かんけい

法令
ほうれい

の順守
じゅんしゅ

に向
む

けた指導
しどう

等
とう

を行
おこな

う。4-(1)-5 

  ○ 雇用
こよ う

分野
ぶん や

における障害者
しょうがいしゃ

に対する
たい    

差別
さべ つ

の禁止
きんし

及び
お よ  

障害者
しょうがいしゃ

が職場
しょくば

で 働
はたら

くに

当たって
あ    

の支障
ししょう

を改善
かいぜん

するための措置
そ ち

（合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

義務
ぎ む

）が新た
あ ら  

に規定
きてい

さ

れた改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

促進法
そくしんほう

（平成
へいせい

28（2016）年
とし

4月
がつ

施行
しこ う

）に基
もと

づき，障害者
しょうがいしゃ

と

障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

との均等
きんとう

な機会
きかい

及
およ

び待遇
たいぐう

の確保
かくほ

並
なら

びに障害者
しょうがいしゃ

の有
ゆう

する能力
のうりょく

の有効
ゆうこう

な発揮
はっき

を図
はか

る。4-(1)-6 

 

（２）総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
しえ ん

 

  ○ 福祉
ふく し

，教育
きょういく

，医療
いりょう

等
とう

から雇用
こよう

への一層
いっそう

の推進
すいしん

のため，ハローワークや地域
ちいき

障害者
しょうがいしゃ

職業
しょくぎょう

センター，障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえ ん

センターをはじめとする地域
ちいき

の関係
かんけい

機関
きか ん

が

密接
みっせつ

に連携
れんけい

して，職場
しょくば

実習
じっしゅう

の推進
すいしん

や雇用前
こようまえ

の雇入
やといい

れ支援
しえん

から雇用後
こ よ う ご

の職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえ ん

までの一貫
いっかん

した支援
しえん

を実施
じっし

する。4-(2)-1 

  ○ ハローワークにおいて，障害
しょうがい

の種類
しゅるい

・程度
ていど

に応
おう

じたきめ細
こま

かな職業
しょくぎょう

相談
そうだん

・紹介
しょうかい

，

職場
しょくば

適応
てきおう

指導
しど う

等
とう

を実施
じっし

する。4-(2)-2 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

への不安
ふあん

を解消
かいしょう

するため，トライアル雇用
こよう

16の推進
すいしん

等
とう

の取組
とりくみ

を通
つう

じて，

事業
じぎょう

主
ぬし

の障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

への理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

る。4-(2)-3 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

を雇用
こよう

するための環境
かんきょう

整備
せい び

等
とう

に関
かん

する各種
かくしゅ

助成金
じょせいきん

制度
せい ど

を活用
かつよう

し，障害者
しょうがいしゃ

を

雇用
こよう

する企業
きぎょう

に対
たい

する支援
しえん

を行
おこな

う。あわせて，障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う

に関
かん

するノウハウの提供
ていきょう

等
とう

に努
つと

める。4-(2)-4 

  ○ 地域
ちい き

障害者
しょうがいしゃ

職業
しょくぎょう

センターにおいて，障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する専門的
せんもんてき

な職業
しょくぎょう

リハビリテーシ

ョンを行
おこな

うとともに，事業
じぎょう

主
ぬし

に対
たい

して雇用
こよう

管理
かん り

に関
かん

する助言
じょげん

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う。ま

た，障害者
しょうがいしゃ

の職場
しょくば

への適応
てきおう

を促進
そくしん

するため，職場
しょくば

適応
てきおう

援助者
えんじょしゃ

（ジョブコーチ）に

                                           
14 障害者

しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せ い ど

では，各企業
かくきぎょう

の実
じつ

雇用率
こようりつ

の算定
さんてい

時
じ

において，重度
じゅうど

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

及び
お よ  

重度
じゅうど

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は１人
ひ と り

を２人
ふ た り

として障害者数
しょうがいしゃすう

に算入
さんにゅう

することができることとされている。 
15各府省
かくふしょう

・各地方
かくちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

において知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

を非常勤
ひじょうきん

職員
しょくいん

として雇用
こ よ う

し，１～３年
 ね ん

の業務
ぎょうむ

の経験
けいけん

を積んだ
つ   

後
あと

，ハローワーク等
など

を通じて
つ う   

一般
いっぱん

企業
きぎょう

等
とう

への就 職
しゅうしょく

の実現
じつげん

を図る
は か  

ことを目的
もくてき

とする。 
16 障害者

しょうがいしゃ

を短期
た ん き

の試行
し こ う

雇用
こ よ う

の形
かたち

で受け入れる
う  い   

ことにより，その後
  ご

の常用
じょうよう

雇用
こ よ う

への移行
い こ う

の促進
そくしん

を図る
は か  

ことを目的
もくてき

とする。 
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よる直接的
ちょくせつてき

・専門的
せんもんてき

な支援
しえん

を行
おこな

うとともに，地域
ちいき

の就労
しゅうろう

支援
しえ ん

機関
きか ん

等
とう

に対
たい

し，職業
しょくぎょう

リ

ハビリテーションサービスに関
かん

する技術的
ぎじゅつてき

な助言
じょげん

・援助
えんじょ

等
とう

を行
おこな

い，地域
ちいき

における

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
しえ ん

の担
にな

い手
て

の育成
いくせい

と専門性
せんもんせい

の向上
こうじょう

を図
はか

る。4-(2)-5 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

の身近
みぢか

な地域
ちいき

において，雇用
こよう

，保健
ほけん

福祉
ふく し

，教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
きか ん

の連携
れんけい

拠点
きょてん

で

ある障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえ ん

センターにおいて，就業面
しゅうぎょうめん

及
およ

び生活面
せいかつめん

からの一体的
いったいてき

な

相談
そうだん

支援
しえ ん

を実施
じっし

する。また，地域
ちいき

の就労
しゅうろう

支援
しえ ん

機関
きか ん

と連携
れんけい

をしながら，継続的
けいぞくてき

な職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえ ん

を実施
じっし

する。4-(2)-6 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

開発校
かいはつこう

における障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた職業
しょくぎょう

訓練
くんれん

，技術
ぎじゅつ

革新
かくしん

の進展
しんてん

等
とう

に対応
たいおう

した在職者
ざいしょくしゃ

訓練
くんれん

等
とう

を実施
じっし

するとともに，一般
いっぱん

の公共
こうきょう

職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

開発
かいはつ

施設
しせ つ

にお

いて障害者向
しょうがいしゃむ

けの職業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を実施
じっし

するほか，民間
みんかん

教育
きょういく

訓練
くんれん

機関
きか ん

等
とう

の訓練
くんれん

委託先
いたくさき

を

活用
かつよう

し，障害者
しょうがいしゃ

の身近
みぢか

な地域
ちいき

において障害者
しょうがいしゃ

の態様
たいよう

に応
おう

じた多様
たよう

な委託
いたく

訓練
くんれん

を

実施
じっし

する。また，障害者
しょうがいしゃ

の職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

開発
かいはつ

を効果的
こうかてき

に行
おこな

うため，地域
ちいき

における雇用
こよう

，

福祉
ふくし

，教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
きか ん

が連携
れんけい

の強化
きょうか

を図
はか

りながら職業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を推進
すいしん

するとともに，

障害者
しょうがいしゃ

の職業
しょくぎょう

能力
のうりょく

の開発
かいはつ

・向上
こうじょう

の重要性
じゅうようせい

に対
たい

する事業
じぎょう

主
ぬし

や国民
こくみん

の理解
りかい

を高
たか

めるた

めの啓発
けいはつ

に努
つと

める。4-(2)-7 

  ○ 就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえ ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において，一般
いっぱん

就労
しゅうろう

をより促進
そくしん

するため，積極的
せっきょくてき

な企業
きぎょう

で

の実習
じっしゅう

や求職
きゅうしょく

活動
かつどう

の支援
しえん

（施設外
しせつがい

支援
しえ ん

）等
とう

の推進
すいしん

を図
はか

る。4-(2)-8 

 

（３）障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた就労
しゅうろう

支援
しえ ん

及
およ

び多様
たよう

な就業
しゅうぎょう

の機会
きかい

の確保
かくほ

 

  ○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

，発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

の特性
とくせい

に応
おう

じた支援
しえん

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を図
はか

る。また，採用後
さいようご

に

障害
しょうがい

を有
ゆう

することとなった者
もの

についても，円滑
えんかつ

な職場
しょくば

復帰
ふっ き

や雇用
こよう

の安定
あんてい

のための

施策
しさく

を講
こう

じる。4-(3)-1 

  ○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

に関
かん

する事業
じぎょう

主
ぬし

等
とう

の理解
りかい

を一層
いっそう

促進
そくしん

するとともに，精神
せいしん

障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた支援
しえん

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

を通
つう

じて，精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

拡大
かくだい

を図
はか

る。精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

す

る就労
しゅうろう

支援
しえ ん

に当
あ

たっては，就労
しゅうろう

支援
しえ ん

機関
きか ん

が医療
いりょう

機関
きか ん

と連携
れんけい

を図
はか

りつつ，「医療
いりょう

」か

ら「雇用
こよう

」への流
なが

れを一層
いっそう

促進
そくしん

する。また，ハローワーク等
とう

において発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

，

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

に対
たい

する専門的
せんもんてき

な支援
しえん

の強化
きょうか

を図
はか

る。4-(3)-2 

  ○ 短時間
たんじかん

労働
ろうどう

や在宅
ざいたく

就業
しゅうぎょう

，自営業
じえいぎょう

など障害者
しょうがいしゃ

が多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

を選択
せんたく

できる環境
かんきょう

を

整備
せいび

するとともに，情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

（ I C T
アイシーティー

）を活用
かつよう

したテレワーク17の一層
いっそう

の

普及
ふきゅう

・拡大
かくだい

を図
はか

り，時間
じかん

や場所
ばしょ

にとらわれない働
はたら

き方
かた

を推進
すいしん

する。4-(3)-3 

  ○ 障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

に基
もと

づき，障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせ つ

等
とう

の提
てい

供
きょう

する物品
ぶっぴん

・サービスの

優先
ゆうせん

購入
こうにゅう

（調達
ちょうたつ

）を推進
すいしん

する。4-(3)-4 

                                           
17 情報

じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

（ I C T
アイシーティー

）を活用
かつよう

した，場所
ば し ょ

や時間
じ か ん

にとらわれない柔軟
じゅうなん

な働き方
はたら   かた

のこと。 
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  ○ 農業
のうぎょう

法人
ほうじん

等
とう

の農業
のうぎょう

関係者
かんけいしゃ

や福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

等
とう

に対
たい

する情報
じょうほう

の提供
ていきょう

，労働
ろうどう

に係
かか

る身体的
しんたいてき

な負荷
ふ か

の低減
ていげん

に向
む

けた技術
ぎじゅつ

開発
かいはつ

等
とう

を通
つう

じて，農業
のうぎょう

分野
ぶん や

での障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

を推進
すいしん

する。

また，障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

訓練
くんれん

及
およ

び雇用
こよう

を目的
もくてき

とした農園
のうえん

の開設
かいせつ

及
およ

び農園
のうえん

の整備
せいび

を促進
そくしん

する。4-(3)-5 

 

（４）福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の底上
そこあ

げ 

  ○ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

B
ビー

型
がた

事業所
じぎょうしょ

等
とう

における工賃
こうちん

の向上
こうじょう

を図
はか

るため，事業所
じぎょうしょ

の経
けい

営力
えいりょく

強化
きょうか

に向
む

けた支援
しえん

，共同
きょうどう

受注化
じゅちゅうか

の推進
すいしん

等
とう

，官民
かんみん

一体
いったい

となった取組
とりくみ

を推進
すいしん

する。4-(4)-1 

  ○ 障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

に基
もと

づき，障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせ つ

等
とう

の提
てい

供
きょう

する物品
ぶっぴん

・サービスの

優先
ゆうせん

購入
こうにゅう

（調達
ちょうたつ

）を推進
すいしん

する。（再掲
さいけい

）4-(4)-2 

 

（５）経済的
けいざいてき

自立
じり つ

の支援
しえん

 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で質
しつ

の高
たか

い自立
じりつ

した生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう，雇用
こよう

・就業
しゅうぎょう

（自営業
じえいぎょう

を含
ふく

む。）の促進
そくしん

に関
かん

する施策
しさく

との適切
てきせつ

な組
く

み合
あ

わせの下
もと

，年金
ねんきん

や諸手当
しょてあて

を支給
しきゅう

するとともに，各種
かくしゅ

の税制上
ぜいせいじょう

の優遇
ゆうぐう

措置
そ ち

を運用
うんよう

し，経済的
けいざいてき

自立
じり つ

を支援
しえん

する。

また，年金
ねんきん

生活者
せいかつしゃ

支援
しえ ん

給付
きゅうふ

金
きん

制度
せい ど

の着実
ちゃくじつ

な実施
じっし

により所得
しょとく

保障
ほしょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとと

もに，障害者
しょうがいしゃ

の実態
じったい

把握
はあ く

に係
かか

る調査
ちょうさ

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

していく中
なか

で，所得
しょとく

状況
じょうきょう

の把握
はあく

についてはその改善
かいぜん

を検討
けんとう

する。4-(5)-1 

  ○ 特定
とくてい

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する特別
とくべつ

障害
しょうがい

給付
きゅうふ

金
きん

の支給
しきゅう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

16年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

166

号
ごう

）に基
もと

づき，同法
どうほう

にいう特定
とくてい

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し，特別
とくべつ

障害
しょうがい

給付
きゅうふ

金
きん

を支給
しきゅう

する。4-(5)-2 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

による国
くに

や政府
せいふ

関係
かんけい

法人
ほうじん

が所有
しょゆう

・管理
かんり

する施設
しせつ

の利用
りよう

等
とう

に当
あ

たり，その

必要性
ひつようせい

や利用
りよう

実態
じったい

を踏
ふ

まえながら，利用料
りようりょう

等
とう

に対
たい

する割引
わりびき

・減免
げんめん

等
とう

の措置
そ ち

を講
こう

ず

る。4-(5)-3 

 

５．生活
せいかつ

環境
かんきょう

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じり つ

と社会
しゃかい

参加
さん か

を支援
しえ ん

し，誰
だれ

もが快適
かいてき

で暮
く

らしやすい生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せい び

を推進
すいしん

するため，障害者
しょうがいしゃ

のための住宅
じゅうたく

の確保
かく ほ

，建築物
けんちくぶつ

，公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

等
とう

のバリアフリー化
か

を

推進
すいしん

するとともに，障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

したまちづくりを推進
すいしん

する。 

（１）住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

 

  ○ 公営
こうえい

住宅
じゅうたく

を新
あら

たに整備
せいび

する際
さい

にはバリアフリー対応
たいおう

を原則
げんそく

とするとともに，既存
きそん

の公営
こうえい

住宅
じゅうたく

のバリアフリー化
か

改修
かいしゅう

を促進
そくしん

し，障害者向
しょうがいしゃむ

けの公共
こうきょう

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の供給
きょうきゅう

を

推進
すいしん

する。また，障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する優先入居
ゆうせんにゅうきょ

の実施
じっし

や単身入居
たんしんにゅうきょ

を可能
かのう

とするための

取組
とりくみ

が地方
ちほう

において行
おこな

われるよう福祉
ふくし

部局
ぶきょく

と住宅
じゅうたく

部局
ぶきょく

が連携
れんけい

して障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する
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取組
とりくみ

を進
すす

めていくよう地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

に対
たい

して周知
しゅうち

・情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

っていく。

5-(1)-1 

  ○ 住宅
じゅうたく

セーフティネット法
ほう

（住宅
じゅうたく

確保
かく ほ

要配慮者
ようはいりょしゃ

に対
たい

する賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の供給
きょうきゅう

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

。平成
へいせい

19年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい1

112号
ごう

）に基
もと

づき，賃貸人
ちんたいにん

，障害者
しょうがいしゃ

双方
そうほう

に対
たい

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

等
とう

の支援
しえん

，必要
ひつよう

な相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

を行
おこな

うとともに，家賃
やちん

債務
さい む

保証
ほしょう

制度
せい ど

の活用
かつよう

を促進
そくしん

し，民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への円滑
えんかつ

な入居
にゅうきょ

を促進
そくしん

する。5-(1)-2 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

や民間
みんかん

賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

の賃貸人
ちんたいにん

が行
おこな

うバリアフリー改修
かいしゅう

等
とう

を促進
そくしん

するとともに，

障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の便宜
べんぎ

を図
はか

るため，日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よう ぐ

の給付
きゅうふ

又
また

は貸与
たいよ

，及
およ

び用具
ようぐ

の

設置
せっち

に必要
ひつよう

な住宅
じゅうたく

改修
かいしゅう

に対
たい

する支援
しえん

を行
おこな

う。5-(1)-3 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

が日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の相談
そうだん

援助
えんじょ

等
とう

を受
う

けながら共同
きょうどう

生活
せいかつ

を行
おこな

うグループホーム，

ケアホーム18の整備
せいび

を促進
そくしん

するとともに，その利用
りよう

の促進
そくしん

を図
はか

る。5-(1)-4 

  ○ グループホーム，ケアホームに入居
にゅうきょ

する障害者
しょうがいしゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるよう，非常
ひじょう

災害
さいがい

時
じ

における消防団
しょうぼうだん

や近
きん

隣
りん

住民
じゅうみん

との連携
れんけい

体制
たいせい

の構築
こうちく

を促進
そくしん

するとともに，建築
けんちく

基準法
きじゅんほう

，消防法
しょうぼうほう

の基準
きじゅん

に適
てき

合
ごう

させるための改修
かいしゅう

費用
ひよ う

や消火
しょうか

設備
せつ び

の設置
せっち

費用
ひよ う

の一部
いちぶ

を助成
じょせい

すること等
とう

により，防火
ぼうか

安全
あんぜん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

る。5-(1)-5 

 

（２）公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

のバリアフリー化
か

の推進
すいしん

等
とう

 

  ○ 駅
えき

等
とう

の旅客
りょかく

施設
しせ つ

における段差
だんさ

解消
かいしょう

，ホームドア等
とう

の転落
てんらく

防止
ぼう し

設備
せつ び

の導入
どうにゅう

，障害者
しょうがいしゃ

の利用
りよう

に配慮
はいりょ

した車両
しゃりょう

の整備
せいび

の促進
そくしん

等
とう

とあわせて，人的
じんてき

な対応
たいおう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ること

で，公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

のバリアフリー化
か

を推進
すいしん

する。5-(2)-1 

  ○ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

の旅客
りょかく

施設
しせ つ

及
およ

び車両内
しゃりょうない

において，障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した案内
あんない

表示
ひょうじ

や

情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

を推進
すいしん

する。5-(2)-2 

  ○ 交通事
こうつうじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

における障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な対応
たいおう

の確保
かくほ

を図
はか

るため，教育
きょういく

訓練
くんれん

の

実施
じっし

等
とう

を促進
そくしん

する。5-(2)-3 

  ○ 従来
じゅうらい

の公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

を利用
りよう

できない障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し個別的
こべつてき

な輸送
ゆそう

を提
てい

供
きょう

するスペ

シャル・トランスポート・サービス（S T S
エスティーエス

）について，地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

を含
ふく

む

関係者間
かんけいしゃかん

の連携
れんけい

の下
もと

，その普及
ふきゅう

拡大
かくだい

に向
む

けた取組
とりくみ

を進
すす

める。5-(2)-4 

 

（３）公共的
こうきょうてき

施設
しせ つ

等
とう

のバリアフリー化
か

の推進
すいしん

 

  ○ バリアフリー法
ほう

に基
もと

づき，不特定
ふとくてい

多数
たす う

の者
もの

や，主
しゅ

として高齢者
こうれいしゃ

，障害者
しょうがいしゃ

が利用
りよう

す

る一定
いってい

の建築物
けんちくぶつ

の新築
しんちく

時
じ

等
とう

における建築物
けんちくぶつ

移動
いど う

等
とう

円滑化
えんかつか

基準
きじゅん

への現行
げんこう

の適合
てきごう

義務
ぎ む

に加
くわ

え，地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

による同法
どうほう

に基
もと

づく条例
じょうれい

において義務付
ぎ む づ

けの対象
たいしょう

となる

                                           

18 平成
へいせい

26（2014）年
ねん

４月
がつ

にグループホームに統合
とうごう

予定
よ て い

。 
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建築物
けんちくぶつ

の追加
ついか

，規模
き ぼ

の引
ひ

き下
さ

げ等
とう

，地域
ちいき

の実情
じつじょう

を踏
ふ

まえた取組
とりくみ

を促
うなが

すことにより

バリアフリー化
か

を促進
そくしん

する。5-(3)-1 

  ○ 窓口
まどぐち

業務
ぎょうむ

を行
おこな

う官庁
かんちょう

施設
しせ つ

について，高度
こうど

なバリアフリー化
か

を目指
め ざ

した整備
せいび

を推進
すいしん

する。5-(3)-2 

  ○ 都市
と し

公園
こうえん

の整
せい

備
び

にあたっては，安全
あんぜん

で安心
あんしん

した利用
りよう

のためバリアフリー法
ほう

に基
もと

づ

く基準
きじゅん

や支援
しえん

制度
せい ど

により，出入口
しゅつにゅうぐち

や園
えん

路
ろ

の段差
だんさ

解消
かいしょう

，高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

等
とう

が利用
りよう

可能
かの う

なトイレの設置
せっち

等
とう

を進
すす

める。また，身近
みぢか

な自然
しぜん

空間
くうかん

である河川
かせん

の魅力
みりょく

を誰
だれ

もが享受
きょうじゅ

できるような水辺
みずべ

整備
せい び

をまちづくりと一体
いったい

となって進
すす

める。5-(3)-3 

  ○ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

製品
せいひん

等
とう

のユニバーサルデザイン19化
か

に関
かん

し，障害者
しょうがいしゃ

の利用
りよう

に配慮
はいりょ

した

製品
せいひん

，設備
せつび

等
とう

の普及
ふきゅう

のニーズがある場合
ばあい

，高齢者
こうれいしゃ

・障害者
しょうがいしゃ

配慮
はいりょ

設計
せっけい

等
とう

に関
かん

する

標準化
ひょうじゅんか

を推進
すいしん

する。5-(3)-4 

 

（４）障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

したまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

 

  ○ 福祉
ふく し

・医療
いりょう

施設
しせ つ

の市街地
し が い ち

における適正
てきせい

かつ計画的
けいかくてき

な立地
りっち

の推進
すいしん

，公園
こうえん

等
とう

との

一体的
いったいてき

整備
せい び

の促進
そくしん

等
とう

により，障害者
しょうがいしゃ

が安心
あんしん

・快適
かいてき

に暮
く

らせるまちづくりを推進
すいしん

す

る。5-(4)-1 

  ○ バリアフリー法
ほう

に基
もと

づき市町村
しちょうそん

が定
さだ

める重点
じゅうてん

整備地
せ い び ち

区内
くな い

の旅客
りょかく

施設
しせ つ

周辺
しゅうへん

等
とう

の

主要
しゅよう

な生活
せいかつ

関連
かんれん

経路
けい ろ

（駅
えき

，官公庁
かんこうちょう

施設
しせ つ

，病院
びょういん

等
とう

を相互
そうご

に連絡
れんらく

する道路
どうろ

）において，

公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きか ん

等
とう

のバリアフリー化
か

と連携
れんけい

しつつ，幅
はば

の広
ひろ

い歩道
ほどう

の整備
せいび

や無電柱化
むでんちゅうか

等
とう

を推進
すいしん

する。5-(4)-2 

  ○ バリアフリー法
ほう

に基
もと

づき市町村
しちょうそん

が定
さだ

める重点
じゅうてん

整備地
せ い び ち

区内
くな い

の主要
しゅよう

な生活
せいかつ

関連
かんれん

経路
けい ろ

を構成
こうせい

する道路
どうろ

において，歩
ほ

行者
こうしゃ

・自転車
じてんしゃ

と車両
しゃりょう

が通行
つうこう

する時間
じかん

を分離
ぶんり

する歩車
ほしゃ

分離式
ぶんりしき

信号
しんごう

，歩
ほ

行者
こうしゃ

青
あお

時間
じか ん

の延長
えんちょう

を行
おこな

うPICS
ピックス

（歩
ほ

行者
こうしゃ

等
とう

支援
しえ ん

情報
じょうほう

通信
つうしん

システム）

等
とう

のバリアフリー対応型
たいおうがた

信号機
しんごうき

，見
み

やすく分
わ

かりやすい道路
どうろ

標識
ひょうしき

等
とう

の整備
せいび

を推進
すいしん

する。5-(4)-3 

  ○ 障害者
しょうがいしゃ

が道路
どうろ

を安全
あんぜん

に安心
あんしん

して自動車
じどうしゃ

を運転
うんてん

できるよう，信号
しんごう

灯器
ひうつわ

の L E D
エルイーディー

化
か

，

道路
どうろ

標識
ひょうしき

の高輝度化
こ う き ど か

・大型化
おおがたか

等
とう

を推進
すいしん

する。5-(4)-4 

  ○ 市街地
し が い ち

等
とう

の生活
せいかつ

道路
どう ろ

における歩
ほ

行者
こうしゃ

等
とう

の安全
あんぜん

な通行
つうこう

を確保
かくほ

するため，区域
くいき

（ゾー

ン）を設定
せってい

して，最高
さいこう

速度
そく ど

30km/h の区域
くいき

規制
きせ い

，路側帯
ろそくたい

の設置
せっち

・拡幅
かくふく

，物理的
ぶつりてき

デ

バイス設置
せっち

等
とう

の対策
たいさく

を効果的
こうかてき

に組
く

み合
あ

わせ，速度
そくど

抑制
よくせい

や通過
つうか

交通
こうつう

の抑制
よくせい

・排除
はいじょ

を図
はか

る。5-(4)-5 

  ○ バリアフリー環境
かんきょう

の構築
こうちく

をソフト施策
しさく

の面
めん

から推進
すいしん

するため，歩行
ほこう

経路
けい ろ

の段差
だんさ

や

                                           

19 施設
し せ つ

や製品
せいひん

等
とう

について，誰
だれ

にとっても利用
り よ う

しやすいデザインにするという考え方
かんが かた

。 


